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　表紙は由布院駅前で行われた辻馬車のお
披露目式の写真です。当日は天気にも恵まれ、
約１０年ぶりの新車両に乗った子どもたち
は、笑顔で手を振りながら小さな旅を楽し
んでいました。詳細については、２０ペー
ジをご覧ください。

辻
馬
車
が
新
車
両
に
！
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市政ニュース

　地方自治法第１９９条第４項および第５項の規定に基づき、令和５年度の定期監査を実施しましたので、その
結果についてお知らせします。

監査委員　大　塚　裕　生
監査委員　平　松　惠美男

　令和６年１月１６日から２５日まで、市長部局、教育委員会、議会や農業委員会などの各事務局、消防本部に
おける財務事務を対象に定期監査を行いました。
　令和５年度に執行された財務事務を主に「予算の執行が計画的かつ効率的に行われているか」などを着眼点と
し、各課から関係資料・書類の提出を求め、所属長および担当者からの説明聴取や質疑応答により実施しました。
　監査の結果、本監査に係る事務および事業については、おおむね適正に処理されていると認められました。た
だし、引き続き検討の必要がある事項として、限られた予算の有効活用に関すること、少子化対策に対する取り
組みに関すること、急速な宅地開発に伴う雨水対策への適切な対処に関することなどについて挙げています。
　本監査の意見・感想としましては、各課の所管する懸案事項について、特に未収金対策においては、新たに施
行された債権管理条例のもと、関係各課の取り組みに改善の兆しが見えつつあります。より一層の充実した体制
づくりを期待するとともに、長期にわたり問題解決に向けて取り組んでいる事案については、今一度内容を検証
し、解決に向け取り組んでいただきたいと考えています。
　また、少子化対策については、市全体の問題として憂慮しています。出生率の低下や人口流出など、低下の要
因が多岐にわたるため、将来的に過疎化などにつながり、地域の存続が困難になっていくことを懸念しています。
先進地域を参考としながら関係各課で連携し、少子化対策に取り組まれることを強く望んでいます。
　最後に、世界中で猛威を振るい、社会経済活動を停滞させてきた新型コロナウイルス感染症の発生から４年が
経過しました。感染症防止対策などが緩和され、生活環境や経済活動などが回復しつつあります。自主財源の確
保対策や経費の削減に取り組む必要に迫られている状況に変わりはありませんが、計画的かつ効率的な予算執行
に留意し、全庁一丸となって住民サービスの向上につながることを期待しています。

定期監査の結果を公表します

　

令
和
６
年
第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

令
和
６
年
度
の
市
政
運
営
に
向
け
て
５
つ
の
基
本
姿
勢
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１　

安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
は
、
こ
れ
ま
で
由
布
市
に

お
い
て
も
幾
多
と
な
く
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う

に
大
雨
・
台
風
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、そ
の
早
期
復
旧
・

復
興
を
何
よ
り
も
優
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
防
災
力
の
強
化
と
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な
防
災
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
「
み
ん
な
で
守
り
・
育
て
る
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
」

を
念
頭
に
、
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
公

共
交
通
の
運
営
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
関
し
て
は
、
大
分
都
市
広
域
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
由
布
市
を
含
め
広
域
６
市
に
よ
る
、
新
た

な
ご
み
処
理
施
設
「
新
環
境
セ
ン
タ
ー
」
を
、
令
和
９
年
度
中

の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご

み
の
収
集
運
搬
に
か
か
る
経
費
削
減
対
策
と
し
て
の
中
継
施
設
を
、

令
和
９
年
３
月
完
成
に
向
け
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
、
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、
安
心

し
て
見
守
り
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
や
児

童
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
「
高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
制
度
」
や
３
歳
未
満
児

を
対
象
と
し
た
「
す
く
す
く
お
む
つ
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
全
て
の
妊
産
婦
や
子
育
て

世
帯
、
子
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を
行
い
、
要
支
援
児

童
な
ど
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
す
中
で
、
連
携
し
、
子
育
て
に
関
わ
る
切
れ
目

の
な
い
、
き
め
細
や
か
な
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
「
子

育
て
応
援
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
が
「
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
の
活
用
な
ど
を
通
し
た
人
材
育
成
お
よ

び
基
礎
学
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生

き
る
力
を
育
む
た
め
、
未
就
学
時
か
ら
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た

教
育
環
境
を
整
備
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
大
学
を
は
じ
め
、
家
庭
教

育
講
座
、
障
が
い
者
の
学
び
の
支
援
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
、
医
療
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
あ
っ
て
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
地
域
支
援
な
ど
の
連
携
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
「
支
え
あ
い
、
つ
な
が
り
、
共
に
生
き
る
」
こ
と

が
で
き
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
誰
も
が
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
更
な
る
深
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で

の
通
い
場
と
な
る
「
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
」
や
各
種
教
室
な
ど
に

お
い
て
、
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
を
始

ま
り
と
す
る
「
第
３
期
由
布
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」・「
第
３
期
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識

の
向
上
に
伴
う
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、
健
康
・
医
療
情

報
を
活
用
し
た
効
果
的
な
保
健
事
業
に
取
り
組
む
な
か
で
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
、
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
中
小
企
業
者
の
支
援
策
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
の

創
業
・
継
業
支
援
、
異
業
種
交
流
な
ど
の
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
「
就
業
機
会
促
進
事
業
」
の
創
設
や
「
経
営
力
強
化
支
援
事
業
」

の
実
施
、
並
び
に
人
材
育
成
や
職
場
環
境
改
善
に
資
す
る
事
業

の
支
援
を
行
い
、
市
内
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
行
わ
れ
る
国
内
最
大
級
の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
「
福

岡
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
、
大
阪
・

関
西
万
博
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
へ
向
け
て
、
新
た
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
を
中
心
と
す
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
な
ど
に
対
し

て
も
適
切
な
対
応
を
図
り
な
が
ら
「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し

の
持
続
可
能
な
滞
在
型
・
循
環
型
保
養
温
泉
地
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の
肥
料
や
飼
料
、
燃
料

な
ど
の
価
格
高
騰
が
懸
念
さ
れ
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
中
山
間
地
域

を
下
支
え
し
つ
つ
、
地
域
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
農
業
の
将
来

の
在
り
方
を
決
め
る
「
地
域
計
画
の
策
定
」
を
進
め
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
法
人
へ
の
農
地
の
集
約
な
ど
に
向
け
た
取
り

組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
、
滞
在･

循
環
型
観
光
に

よ
る
都
市
と
農
村
の
交
流
の
活
動
や
、
６
次
産
業
化
を
は
じ
め

と
す
る
市
内
農
産
物
の
利
活
用
を
推
進
し
、
付
加
価
値
農
業
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
、
未
来
へ
持
続
可
能
な
行
政
運
営

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
は
市
民
で
あ
る
と
の
理
念
の
も
と
、

市
民
皆
さ
ま
の
想
い
を
尊
重
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
設
立
支
援
」
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

既
に
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

対
し
ま
し
て
は
、
安
定
し
た
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
継
続
的
な
運
営
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
内
企
業
・
団
体
を
は
じ
め
、
包
括
連
携
協
定
を
締

結
す
る
企
業
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
共
創
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
行
政
事
務
の
生
産
性
向

上
に
向
け
て
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適

化
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
う
に
は
、
歳
出
の
見

直
し
と
同
時
に
自
主
財
源
の
確
保
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
「
由
布
市
財
源
確
保
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
財
源

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
取
り

組
み
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
８
億
円
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
や
サ
イ
ト
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
・
賛
同
い
た
だ
け
る
方
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
変
革
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
﹃
由
布
市
﹄

の
輝
く
未
来
と
発
展
に
向
け
、
揺
る
ぎ
な
い
思
い
を
胸
に
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

湯布院地域
溝口 博則

（みぞぐち　ひろのり）

行政相談委員のご紹介「困ったら 一人で悩まず 行政相談」

　毎日の暮らしの中で、年金や道路、国の仕事などについて、分か
らないことや困っていることはありませんか。行政相談委員は、こ
のようなことの身近な相談窓口です。由布市でも、総務大臣から委
託されている３人の行政相談委員が、毎月相談会を行っています。
なお、相談会の日程は、市報に毎月掲載しています。
　相談は無料で秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

挾間地域
衛藤 公治

（えとう　きみはる）

庄内地域
安部 和子
（あべ　かずこ）

●問い合わせ
　総務課　総務係　☎０９７－５８２－１１１２
　総務省大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）　☎０９７－５３３－１１００

行政区「上朴木」と「下朴木」を統合し
「朴木」としました
　令和６年４月１日より、挾間地域の行政区「上朴木」と「下朴木」を統合し「朴木」としましたので、お知ら
せします。
●問い合わせ
　総務課　☎０９７－５８２－１１１２
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一般職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

総務課　課長兼事務局長 古　長　誠　之 商工観光課　課長

総合政策課　課長兼室長 一法師　良　市 同課　課長

健康増進課　課長 吉　野　眞由美 市民課　課長

環境課　課長 渡　辺　隆　司 財源改革推進課　課長

商工観光課　課長 大　塚　　　守 都市景観推進課　課長

農林整備課　課長 一　野　英　実 湯布院振興局地域整備課　課長

建設課　課長 衞　藤　　　武 水道課　課長

水道課　課長 砂　田　剛　士 保険課　課長

福祉課　所長兼課長 後　藤　昌　代 子育て支援課　課長

高齢者支援課　課長 田　代　由　理 環境課　課長

挾間振興局地域振興課　局長兼課長 井　原　和　裕 同局地域整備課　課長

庄内振興局地域振興課　局長兼課長 佐　藤　重　喜 健康増進課　課長

湯布院振興局地域振興課　局長兼課長 米　津　康　広 スポーツ振興課　課長

会計課　会計管理者 二　宮　啓　幸 農業委員会事務局　事務局長

教育総務課　教育次長兼課長 安　部　正　徳 税務課　課長

学校教育課　課長 麻　生　　　久 同課　課長兼所長

スポーツ振興課　課長 坂　本　猛　芳 消防本部　警防課長兼予防課長

議会事務局　事務局長 工　藤　由　美 高齢者支援課　課長

財源改革推進課　課長 佐　藤　雄　三 総合政策課　参事兼室長

税務課　課長 竹　下　美　佳 同課　参事兼室長

保険課　課長 河　野　妙　子 総務課　参事兼室長

農政課　課長 新　田　祐　介 湯布院振興局地域振興課　参事兼室長

子育て支援課　課長 藤　川　祐　子 財政課　参事兼室長

挾間振興局地域整備課　課長 一　尾　元　博 財政課　総括課長補佐

湯布院振興局地域整備課　課長 矢　野　克　則 同局地域振興課　総括課長補佐

農業委員会事務局　事務局長 畠　中　　　勇 総務課　総括課長補佐

市民課　課長心得兼室長 工　藤　秀　紀 同課　課長補佐

都市景観推進課　課長心得 伊　藤　　　学 同課　課長補佐

監査委員会事務局　事務局長心得 後　藤　康　成 庄内振興局地域振興課　課長補佐

参事級

総務課　参事兼室長 松　本　英　美 議会事務局　局長補佐

財政課　参事兼室長 松　本　知　行 社会教育課　課長補佐

税務課　参事兼室長 長　田　瑞　穂 高齢者支援課　課長補佐

福祉課　参事 矢　野　ゆう子 同課　課長補佐

湯布院振興局地域振興課　参事兼室長 平　山　浩　二 環境課　課長補佐

学校教育課（給食センター）　所長 藤　川　恭　司 同課（給食センター）　課長補佐

課長補佐級

総合政策課課長補佐 江　戸　　　陽 保険課　課長補佐

市民課　課長補佐 山　田　尚　志 社会教育課（湯布院公民館）　課長補佐

環境課　課長補佐 工　藤　拓　史 同課　課長補佐

湯布院振興局地域振興課　課長補佐 在　津　典　良 子育て支援課　課長補佐

社会教育課　課長補佐 長谷川　美由紀 湯布院振興局地域振興課　課長補佐

議会事務局　局長補佐 富　川　由　佳 挾間振興局地域振興課　課長補佐

財政課　課長補佐 田　代　憲　哉 商工観光課　主幹

市職員人事異動 由布市職員の人事異動が、４月１日付けで行われました。副主幹級以上
の異動および新規採用職員については、次のとおりです。

人権・部落差別解消推進課　課長補佐 利　光　貴　之 同課　主幹

保険課　課長補佐 木　原　智　子 同課　主幹

水道課　課長補佐 日　高　真　治 湯布院振興局地域整備課　主幹

子育て支援課　課長補佐 柴　田　玲　子 健康増進課　主幹

高齢者支援課　課長補佐 木　本　誠　実 健康増進課　主幹

挾間振興局地域振興課　課長補佐 黒　木　達　哉 同課　主幹

学校教育課（由布川幼稚園）　課長補佐 藤　原　章　子 同課（由布院幼稚園）　主幹

総括主幹級

総務課　総括主幹 庄　　　忠　義 同課　課長

税務課　総括主幹 佐　藤　幸　洋 会計課　会計管理者

健康増進課　総括主幹 馬見塚　美由紀 議会事務局　事務局長

挾間振興局地域振興課　総括主幹 左　藤　　　毅 同局地域整備課　総括課長補佐

挾間振興局地域整備課　総括主幹 三ヶ尻　郁　夫 建設課　課長

庄内振興局地域振興課　総括主幹 佐　藤　俊　吾 同課　局長兼課長

湯布院振興局地域振興課　総括主幹 杉　田　文　武 農政課　課長

学校教育課（挾間幼稚園）　総括主幹 猪　野　典　子 同課　課参事

主幹級

農政課　主幹 大久保　　　誠 防災危機管理課　主幹

学校教育課（西庄内幼稚園）　主幹 帆　足　亜紀子 同課（阿南幼稚園）　主幹

学校教育課（由布院幼稚園）　主幹 古　長　妙　子 同課（由布川幼稚園）　主幹

防災危機管理課　主幹 土　師　勇　治 社会教育課　副主幹

健康増進課　主幹 佐　藤　忠　文 同課　副主幹

農林整備課　主幹 河　野　竜　一 同課　副主幹

都市景観推進課　主幹 堀　田　雅　士 福祉課　副主幹

挾間振興局地域振興課　主幹 南　　　岳　嗣 農政課　副主幹

挾間振興局地域整備課　主幹 二　宮　悦　郎 同課　副主幹

庄内振興局地域振興課　主幹 庄　野　泰　之 同課　副主幹

湯布院振興局地域振興課　主幹 秋　吉　寅　男 同課　副主幹

監査・選挙管理委員会事務局　主幹 足　立　明　弘 同課　副主幹

副主幹級

防災危機管理課　副主幹 厚　地　正　樹 税務課　副主幹

税務課　副主幹 加　藤　由　美 会計課　副主幹

税務課　副主幹 五阿彌　俊　輔 挾間振興局地域振興課　副主幹

環境課　副主幹 梅　野　朋　美 社会教育課（挾間公民館）　副主幹

商工観光課　副主幹 高　瀬　　　要 財政課　副主幹

農林整備課　副主幹 安　東　智　徳 湯布院振興局地域振興課　副主幹

建設課　副主幹 柏　木　啓　郎 総務課付　副主幹

福祉事務所　福祉課　副主幹 後　藤　侑太郎 都市景観推進課　副主幹

挾間振興局地域振興課　副主幹 大　野　佑　貴 財政課　副主幹

挾間振興局地域振興課　副主幹 梅　木　庸　平 庄内振興局地域振興課　副主幹

挾間振興局地域整備課　副主幹 阿　南　智　秋 建設課　副主幹

会計課　副主幹 藤　澤　めぐみ 挾間振興局地域振興課　副主幹

学校教育課（給食センター）　副主幹 河　野　展　也 スポーツ振興課　副主幹

学校教育課（西庄内幼稚園）　副主幹 麻　生　佳　織 同課（由布川幼稚園）　副主幹

社会教育課（湯布院公民館）　副主幹 奥　川　将　司 挾間振興局地域整備課　副主幹

総務課　副主幹 原　　　秀　志 農政課　主査

財政課　副主幹 中　野　浩　志 同課　主査

財政課　副主幹 竹　尾　　　涼 同課　主査

健康増進課　副主幹 矢　吹　早　苗 高齢者支援課　主任保健師

健康増進課　副主幹 井　元　寛　子 同課　主任保健師

建設課　副主幹 藤　川　栄　一 同課　主査

挾間振興局地域振興課　副主幹 志　手　翔　祐 同課　主査

湯布院振興局地域振興課　副主幹 廣　瀬　一　平 同課　主査

湯布院振興局地域振興課　副主幹 田　代　正太郎 同課　主査

派遣・出向

大分地域介護認定審査会　主任 木　原　裕　也 再任

大分地域介護認定審査会　主事 安　部　隆　也 福祉課　主事

大分県後期高齢者医療連合　主任 森　　　将　司 税務課　主任

由布市まちづくり観光局　副主幹 北　﨑　英　梨 再任

ツーリズム大分　副主幹 佐　藤　孝　宣 監査・選挙管理委員会事務局　副主幹

新採用職員

総務課　主事 藤　野　誉　也 新採用

税務課　主事 岩　下　茉　央 新採用

市民課　主事 幸　　　謙　吾 新採用

健康増進課　保健師 川　﨑　咲　春 新採用

健康増進課　保健師 阿　南　有　咲 新採用

挾間振興局地域振興課　主事 松　野　　　亮 新採用

庄内振興局地域振興課　主事 宮　川　　　葵 新採用

湯布院振興局地域振興課　主事 國　松　愛　依 新採用

水道課　主事補 渡　邉　翔　麻 新採用

福祉課　主事補 野　田　千　明 新採用

社会教育課　主事補 宇都宮　　　鈴 新採用

消防職員

新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

課長級

警防課兼予防課　課長 河　野　桂　一 総務課・総括課長補佐　消防司令

課長補佐級

総務課　課長補佐 佐　藤　　　啓 警防課・課長補佐　消防司令

主幹級

消防署　主幹 財　津　享　司 同署・副主幹　消防司令補

副主幹級

警防課　副主幹 鶴　原　慶　介 消防署・副主幹　消防士長

予防課　副主幹 宮　本　洋　輔 湯布院出張所・副主幹　消防士長

消防署　副主幹 田　代　博　識 防災危機管理課・副主幹　消防士長

総務課　副主幹 宮　本　智　史 庄内出張所・副主幹　消防士長

消防署　副主幹 仲　摩　　　歩 湯布院出張所・副主幹　消防士長

警防課　副主幹 姫　野　大　樹 同課・主査　消防士長

庄内出張所　副主幹 河　野　合　詩 消防署・主査　消防士長

湯布院出張所　副主幹 豆　田　裕　平 同所・主査　消防士長

予防課　副主幹 重　松　浩　平 同課・主査　消防士長

新採用職員

総務課　主事補 一　野　靖　智 新採用　消防士

派遣・出向

おおいた消防指令センター　主査 工　藤　裕　基 消防署・主査　消防士長

退職者

職　名 氏　名

教育委員会教育総務課　教育次長兼課長 日　野　正　美

監査・選挙管理委員会事務局　事務局長 利　光　祐　治

農林整備課　課長 岡　　　公　憲

湯布院振興局地域振興課　局長兼課長 後　藤　睦　文

福祉課　所長兼課長 武　田　恭　子

挾間振興局地域振興課　局長兼課長 小　野　嘉代子

「由布市暮らしのサポートセンター」の場所が変わりました
　令和６年４月１日から「由布市暮らしのサポートセンター」の場所が変わりましたので、お知らせします。
【新サポートセンター場所】高齢者支援課（本庁舎新館　１階）（〒８７９－５４９８　由布市庄内町柿原３０２番地）
【受付時間】平日の午前９時～午後４時

●「由布市暮らしのサポートセンター」とは？
　高齢者のちょっとした困り事をお手伝いする“暮らしの応援隊”という有償ボランティアの方を指し、生活の中
にちょっとした困り事を抱えた高齢者の方と、暮らしの応援隊をマッチングする役割を担っています。
●対象者　由布市内にお住まいの６５歳以上の方
●実施している主なお手伝い　電球の取り換えやごみ出し、買い物代行、自宅周囲の簡単な草取りなど
●利用料金　５００円／時　
※詳細については由布市暮らしのサポートセンターにお問い合わせください。
●問い合わせ　由布市暮らしのサポートセンター　☎０９０－４０７５－１３９０
　　　　　　　高齢者支援課　　　　　　　　　　☎０９７－５２９－７３４９
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● 問い合わせ　財政課財政係　　☎０９７－５８２－１１７６（内線１２５６・１２５７）

令和６年度一般会計予算

　一般会計予算の歳出【目的別】は、昨年度に比べて、み
らいふるさと寄附金推進事業の増額などに伴い総務費
が８億８，２４５万 円（２８．０％）増 額、お お い た 消
防指令センターシステム整備業務開始に伴い消防費が
２億６，２１７万円（３３．３%）増額、挾間小学校増築事
業などにより教育費が１０億４，６７６万円（６７．９%）
増額しています。
　これに対して、令和２年７月豪雨災害・令和４年台風第
１４号災害、令和５年梅雨前線豪雨災害に係る災害復旧費
は７億４，３４２万円（△４６．２％）減額しています。

歳出用語解説

民 生 費 生活保護や児童・高齢者・障がい者などに
対する社会福祉のための費用

教 育 費 小中学校の運営や生涯学習、スポーツ振興
のための費用

総 務 費 庁舎などの管理、企画調整、地域活性化の
ための費用

衛 生 費 医療費助成・健診などにかかる経費やごみ
処理・環境対策のための費用

土 木 費 道路整備、住宅管理、都市計画などのため
の費用

農林水産業費 農林漁業の振興、農林道の整備などのため
の費用

消 防 費 火災予防や消火活動、救急救助活動のため
の費用

災害復旧費 災害によって生じた被害の復旧のための費用

商 工 費 等 商工業や観光振興のための費用
（議会費などを含めています）

歳出用語解説
人 件 費 職員の給料や委員報酬など人にかかる費用

扶 助 費 児童手当、生活保護、医療費の援助など、
主に福祉・保健・医療にかかる費用

普通建設事業費 学校施設建設や道路整備など主に工事に関
する費用

物 件 費 光熱水費や委託料など主に施設管理・行政
運営にかかる費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

補 助 費 等 各種団体などに対する助成にかかる費用

繰 出 金 一般会計から、特別会計などに支出する費用

維持補修費等 修繕や施設の維持にかかる費用

目的別の予算では、教育
費と消防費の伸び率が突
出しているんだね。

性質別を見てみると、人件費や扶
助費、普通建設事業費にかかる割
合が大きいことがわかるなぁ。

収
入
に
つ
い
て

支
出
に
つ
い
て

人件費〔18.5%〕
41億 9,803 万円

扶助費〔19.7％〕
44億 7,018 万円

普通建設事業費〔15.2%〕
34億 4,234 万円

公債費〔10.9%〕
24億 7,903 万円

補助費等〔9.9%〕
22億 4,867 万円

物件費〔13.6%〕
30億 9,766 万円

維持補修費等〔2.4%〕
5億 3,229 万円

227億690万円
【性質分類】

繰出金〔6.0%〕
13億 7,359 万円

災害復旧事業費〔3.8%〕
8億 6,511 万円

市税〔18.4％〕
41億 8,396 万円

地方交付税〔28.2％〕
63億 9,778 万円

市債〔10.8％〕
24億 5,975 万円

県支出金〔11.1％〕
25億 954万円

国庫支出金〔14.3%〕
32億 3,907 万円

地方譲与税・各種交付金〔5.7%〕
13億 796万円

使用料・
寄附金等〔6.1％〕
13億 8,647 万円　

繰入金〔4.3％〕
9億 6,562 万円

分担金・負担金〔1.1％〕
2億 5,675 万円

227億
690万円

　一般会計予算の歳出【性質別】を見てみると、昨年度に比べて、挾間小学
校増築事業や湯平温泉復興まちづくり推進事業などにより普通建設事業費が
１４億９９０万円（６９．４％）、みらいふるさと寄附金推進事業の拡充により
積立金が２億２，１５３万円（１００．７%）増額となっています。
　これに対して、災害復旧事業費では７億４，３４２万円（△４６．２％）の減
額となっています。

【
目
的
別
】

【
性
質
別
】

民生費〔29.0%〕
65億 9,321 万円

公債費〔10.9%〕
14億 7,903 万円

総務費〔17.7%〕
40億 3,002 万円

教育費〔11.4%〕
25億 8,936 万円

衛生費〔7.3%〕
16億 1,104 万円

土木費〔7.7%〕
17億 5,525 万円

消防費〔4.6%〕
10億 5,017 万円

災害復旧費〔3.8%〕
8億 6,511 万円

農林水産業費〔5.5%〕
12億 5,232 万円

商工費等〔2.3%〕
4億 8,145 万円

227億690万円
【目的分類】

会計別予算 令和６年度予算 令和５年度予算 増減率
一 般 会 計 227億690万円 206億5,412万円 9.9%
特 別 会 計 111億7,605万円 108億2,533万円 3.2%
国 民 健 康 保 険 40億847万円 40億7,090万円 △1.5%
介 護 保 険 44億2,891万円 43億6,157万円 1.5%
後 期 高 齢 者 医 療 6億6,210万円 5億4,939万円 20.5%
農業集落排水事業 8,738万円 1億2,692万円 △31.2%
水 道 事 業 19億8,919万円 17億1,655万円 15.9%
うち収益的支出 8億3,702万円 8億5,098万円 △1.6%
うち資本的支出 11億5,271万円 8億6,557万円 33.1%

令
和
６
年
度

由
布
市
の
予
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

予算総額

令和６年度一般会計予算

　一般会計予算の歳入は、地方交付税が
２億４３６万円の増（３．３％）、国庫支出金が
５億６，２５３万円の増（２１．０％）となってい
るほか、寄附金が３億７万円の増（５９．６%）、
市債が１１億１３４万円の増（８１．１％）となっ
ています。
　市税、寄附金の伸びによる増額、地方財政
計画による地方交付税の増額や対象事業費の
増加による市債の増額などを見込んでいます。

　

令
和
６
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
額
は
、
２
２
７
億
６
９
０
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
20
億
５
，
２
７
７
万
円
の
増
（
９
．
９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、
第
２
次
由
布
市
総
合
計
画
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
や
第
２
期
由
布
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
の

着
実
な
推
進
、
ま
た
、
由
布
市
が
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
「
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
住
み
良
さ
日
本
一
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
基
調
と
し
た
年
間
総
合
予
算
と
し
て
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

３38億8，295万円

一般会計の市民１人当たりの予算は約68万円（※）になるよ。
※一般会計予算について　令和６年２月末人口３３，５１０人で算出

自主財源（市の自主的な収
入）より、依存財源（国や
県からもらったお金など）
の割合が大きいなぁ。

歳入用語解説

市 税
皆さんに納めていただく市民
税、固定資産税、軽自動車税、
入湯税、たばこ税など

使 用 料・
寄 附 金 等

市が管理する財産の使用に対
する料金収入やふるさと納税
等の寄附をいただいたお金

繰 入 金 主に基金（市の預金）の取り崩し

地 方
交 付 税

地方ごとに生じる地方税の収
入の差を調整するために、国
から交付されるお金

国 庫
支 出 金

特定の事業に対して、国から
使いみちを指定して交付され
るお金

市 債
長い間利用される市の施設を
つくるときなどに、借り入れ
るお金

県支出金
特定の事業に対して、県から
使いみちを指定して交付され
るお金

各 種
交 付 金

利子割交付金、配当割交付金、
地方消費税交付金など国から
交付されるお金
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令和６年度一般会計予算 令和６年度一般会計予算

２.一人ひとりの力を活かせるまちづくり
福祉課
●重層的支援体制整備事業   1,568 万円
　住民の複合化・複雑化した困りごとなどのニーズに対応する
包括的な支援体制を整備します。

保険課
●高齢者保健・介護予防等の一体的実施事業   1,081 万円
子育て支援課
●子ども医療費助成事業  1 億 6,515 万円
　就学児、未就学児に対して医療費の助成を行います。

●高校生等医療費助成事業  2,406 万円
　高校生等に対して医療費の助成を行います。

１.みんなで進める！持続可能なまちづくり
総合政策課
●地域公共交通事業   6,249 万円
●まちづくりと公共交通連携事業   605 万円
　交通困難エリアにおける移動の実証事業支援および地域課題
解決に向けた他分野との連携強化などに取り組みます。

湯布院振興局地域振興課
●旧湯布院公民館跡地整備事業   1 億 8,529 万円
●湯平温泉復興まちづくり推進事業   2 億 6,932 万円
　緊急避難所および避難路の整備を進めます。

消防本部
●消防広域化事業   2 億 9,881 万円
　令和６年１０月からのおおいた消防指令センター全面運用に
向けた整備などを行います。
●非常備消防活動推進事業   1 億 1,746 万円

３.人や文化を育むまちづくり
子育て支援課
●児童健全育成事業   1 億 6,057 万円
●児童施設整備事業   1,092 万円
　くすのき児童クラブの整備を進めます。

学校教育課
●小学校施設整備事業   8 億 9,947 万円
　挾間小学校の増築を進めます。

社会教育課
●地域協育推進事業   1,118 万円
●社会教育活動推進事業   1,052 万円
スポーツ振興課
●競技スポーツ振興事業   2,678 万円
　スポーツ協会などや各種大会など出場への補助、自転車競技
などのスポーツイベント開催を支援します。

　第２次総合計画に掲げられた「地域自治を大切にした住み良さ日本一のまち」実現に向け、
６つのテーマに沿って、主な事業を紹介します。

５.豊かな環境の中で快適な暮らしが
　 実感できるまちづくり  

総合政策課
●由布市に住みたい事業   5,486 万円
　空き家対策および移住定住対策の事業であり、登録物件のリ
フォーム費用や家財処分費にかかる助成、移住者支援金などの
支給を行います。

市民課
●コンビニ交付事業   803 万円
環境課
●合併処理浄化槽設置推進事業   9,848 万円
●新環境センター整備事業   1 億 1,938 万円

４.経済の循環から地域が潤うまちづくり
農政課
●就農支援事業   4,330 万円
　意欲的な就農志望者の支援を目的に技術や経営方法を学ぶた
めの研修や農業を始めるための準備などを支援します。

●園芸産地整備事業   3,470 万円
●中山間地域等直接支払対策事業   3 億 8,727 万円
農林整備課
●鳥獣被害総合対策事業   2,823 万円
商工観光課
●商工振興活性化事業   1,568 万円
　創業などに対して支援することにより雇用機会の創出および
地域に密着する人材を確保します。

６.地域を知り、表現するまちづくり
総合政策課
●クアオルト推進事業   270 万円
湯布院振興局地域振興課
●道の駅ゆふいん整備管理事業   3,250 万円
　道の駅ゆふいんの整備を進めます。

農政課
●地域資源利活用推進事業   919 万円
　由布市内の地域資源を活用した農家民泊の推進や特産品を
使った加工品の普及など持続可能な農村づくりをめざします。

商工観光課
●観光振興事業   7,422 万円
　「まちづくり観光局」や各観光協会への補助および観光情報
発信の強化など、観光振興施策を展開します。

③健康で安心して生活できる地域社会の実現
●地域福祉推進事業   112 万円
　災害時に自力で避難することが困難な避難行動要支援者の個
別避難計画を作成します。
●地域生活支援事業  900 万円
　成年後見制度の推進をめざします。
●障がい者保護事業   564 万円
　公共交通機関を利用することが困難な心身障がい者の日常生
活の便宜を図り、社会参加を促進します。
●健康立市推進事業   366 万円
　健康マイレージなどの事業を推進し、すべての市民が健康で
明るく暮らせる住みよいまちづくりをめざします。

④少子化対策・子育て世代への支援
●要支援対象児童等見守り強化事業   530 万円
　支援ニーズの高い子どもなどを見守り、必要な支援につなげること
ができる体制の強化を推進します。
●出産・子育て一体的支援事業   2,910 万円
　妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済
的支援を行います。
●物価高騰緊急対応事業（児童福祉）   1,546 万円
　物価高騰の影響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減する
ため、３歳未満児を対象におむつクーポン券を支給します。
●物価高騰緊急対応事業（母子保健）   158 万円
　近隣に産婦人科医療機関のない妊産婦の健診や出産に要する
交通費などを支援します。
●物価高騰緊急対応事業（学校給食）  2,122 万円
　給食用物資の高騰を受け、保護者が負担する給食費の値上げ
を行わずに済むよう、由布市学校給食管理委員会に補助を行い
ます。

⑤デジタル化の推進と脱炭素社会の実現
●行政事務情報化推進事業   9,054 万円
　地方公共団体情報システムの標準化・共通化に対応します。
●ごみ減量化対策事業   404 万円
　生ごみ処理機の購入補助や啓発・広報活動を行い、ごみ排出
量の削減を推進します。
●豊かな水環境創出事業   90 万円
　大分川流域の水質環境保全に取り組みます。
●廃棄物運搬中継施設整備事業   2,672 万円
　新環境センター稼働に向け、一般廃棄物運搬中継施設の整備
を進めます。

①  人口減少対策と地域活性化の推進
●市民提案型連携協働事業   1,100 万円
　「連携と協働」に着目し、個人・団体・企業などのさまざまな
主体の活動の中で、新たな価値や持続性を生み、将来へつなが
る取り組みに対して補助を行います。
●まちづくりと公共交通連携事業   605 万円
　交通困難エリアにおける移動の実証事業支援および地域課題
解決に向けた他分野との連携強化などに取り組みます。

②産業振興および地域経済活性化の推進
●湯布院交通渋滞対策事業   1,079 万円
　渋滞緩和に向け、ＡＩカメラを活用し交通量の分析および映
像配信により迂回路案内などを行います。
●物価高騰緊急対応事業（畜産振興）   600 万円
　小規模農家に対して畜産関係施設整備の補助を行います。
●物価高騰緊急対応事業（商工振興）   1,070 万円
　経営力の強化および魅力ある職場づくりの支援を行います。
●デスティネーションキャンペーン推進事業   1,543 万円
　市内周遊スタンプラリー業務、循環バスツアー委託業務、二
次交通対策業務などを通して更なる誘客をめざします。

《重点戦略特別枠の主な事業》※総合計画などの着実な推進に向け、重点的に取り組む事業
主な施策について

紹介します。まちづくりの❻つのテーマ
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市政ニュース

　軽自動車等を所有する人で、身体または精神に障がいがあり、一定の要件に該当する場合は、申請により軽自
動車税（種別割）が減免されます。
１.減免対象となる車両
①原則、障がい者本人が所有している車両
②１８歳未満で一定の身体障がい者、または精神障がい者もしくは知的障がい者と生計を一にするご家族名義の車両
２.減免対象となる車両の使用目的
①障がい者本人が運転する場合
②障がい者と生計を一にする方が運転する場合
③障がい者のみで構成される世帯の場合で、常時介護する方が運転する場合
※②・③については、障がい者の通院・通学などのために使用していることが条件です。
３.減免対象となる障がいの等級（個別の等級で判定）

視覚障害 １～３級および４級の１ 聴覚障害 ２級および３級

平衡機能障害 ３級 音声機能障害 ３級（喉頭摘出の場合に限る）

上肢不自由 １級および２級 上肢機能障害 １級および２級

下肢不自由 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

体幹不自由 １～３級および５級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

移動機能障害 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）

心臓機能障害 １級および３級 じん臓機能障害 １級および３級

呼吸器機能障害 １級および３級 ぼうこう・直腸機能障害 １級および３級

小腸機能障害 １級および３級 肝臓機能障害 １～３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級

４.軽自動車の構造による減免
　上記１.～３.に関わらず、身体に障がいのある方のために製造もしくは改造された軽自動車等は、申請により軽
自動車税（種別割）の減免が受けられます（車検証に「入浴車、車いす移動車、身体障害者輸送車」などが明記
されたものなど）。
●減免申請に必要なもの
 上記１.～３.に該当する場合 
①減免申請書　②障害者手帳など　③運転免許証　④個人番号（通知）カードなど　⑤納税通知書
※障がいがある方以外が運転する場合「通院・通学証明」の提出が必要です。
※前年に減免申請しており、減免する軽自動車に変更がない場合は、上記書類の代わりに現況届の提出が必要です。
 上記４.に該当する場合 
①減免申請書　②車検証の写し　③個人番号（通知）カードなど　④納税通知書
※車検証の写しに「車いす移動者」などが明記されていなければ、車体の写真（全体・改造部分・標識）が必要です。
●申請期限と申請場所
　【申請期限】　納税通知書を受領した日から納期限（令和6年５月３１日）まで　※期限後の受付不可
　【申請場所】　税務課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●注意事項
・減免申請は、毎年申請または現況届の提出が必要で、減免できるのは普通車・軽自動車を通じて１人１台です
（上記１．～３．に該当する方）。
・口座振替をされている方の場合、申請日によっては口座から引き落とされてしまうことがありますが、後日還
付します。

●問い合わせ　税務課
　☎０９７－５８２－１２６９

日時　４月１６日㈫　午後４時５分ごろから

緊急地震速報を受信した際の行動訓練の実施について

　令和６年４月１６日で、熊本・大分地震から８年となります。過去の災害を忘れず、教訓として引き継いでい
くため、緊急地震速報を受信した際の行動訓練を防災ラジオの起動試験と兼ねて実施します。
●目的
　緊急地震速報が発表されてから、揺れが来るまでのわずかの時間に、慌てずに身の安全を確保する行動がとれ
るようにするため。
※気象・地震活動状況などにより、急きょ中止する場合があります。
●内容
　由布市防災ラジオを通じて緊急地震速報（訓練用）をお知らせします。訓練放送を聞いたら、地震から身を守
るための安全行動を約１分間、各家庭などで実践してください。
※訓練のため「一般放送」でお知らせしますので、ラジオの音量は聞き取りやすい大きさに調節しておいてくだ
さい。なお、実際の災害時には、自動で最大音量になる「緊急放送」で行います。

・防災ラジオは、電池を入れアダプターを常に
コンセントに接続しておいてください。

・電池は定期的に点検・交換してください。
※受信感度が悪い場合や防災ラジオをお持ちで

ない方は、防災危機管理課までお問い合わせ
ください。

安全行動とは
１．姿勢を低くする
２．頭を守る
３．揺れが収まるまで動かない

※放送が聞き取れなかった場合は、由布市公式ホームページ、由布市公式アプリ「ゆふポ」、または次の番号に
連絡することで放送内容の確認ができます。

　０９７－５８２－１３５０（自動音声）
●問い合わせ　防災危機管理課　☎０９７−５８２−１１４０

　申請受付は、次のものを持参の上、保険課で手続きを行ってください。
※障がい認定を受けた方は、認定後も７５歳になるまでは、届け出により届出日以降の資格を撤回することがで
きます。この場合、撤回後は国民健康保険または社会保険などに加入することになります。

●必要なもの
・障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳など）
・本人確認書類（運転免許証など本人と確認できるもの）および個人番号（通知）カードなど
●問い合わせ　保険課　　　　　　　　　　　　☎０９７－５８２－１１２１
　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

６５歳から７４歳の方が、後期高齢者医療制度の
障がい認定を受ける際の手続きについて

　令和５年１月に、軽自動車税に係る新システム「軽JNKS（ジェンクス）」が導入され、軽自動車の車検時の
納税証明書の提示が原則不要になりました。
　これに伴い、軽自動車検査協会で車検を行う車両については、令和６年度から「口座振替済通知書兼納税証明
書（継続検査用）」の送付を廃止することとなりました。振替結果は、預（貯）金通帳への記帳の際にご確認く
ださい。なお、納税証明書が必要な方は、税務課、挾間・湯布院振興局地域振興課の窓口、または郵送で交付申
請をお願いします。
※検査機関が異なる２輪の小型自動車（総排気量２５０cc超のバイクなど）については、口座振替後に「納税
証明書（継続検査用）」を送付します。

※過去の軽自動車税に未納がある場合については送付できません。
●問い合わせ　税務課　☎０９７－５８２－１２６９

軽自動車税の「口座振替済通知書兼納税証明書
（継続検査用）」の送付を廃止します

～軽自動車税（種別割）減免のお知らせ～

1011 2024. ４　市報ゆふ 市報ゆふ　2024. ４



市政ニュース

「由布市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画」を策定しました
　このたび、令和６年度から令和８年度を計画期間とした「由布市高齢者保健
福祉計画・第９期介護保険事業計画」を策定しました。　由布市の令和４年の
高齢化率は、全国平均２９．１％を大きく上回る３４．０％に達し、市民の３
人に1人以上が高齢者となっており、独居高齢者や高齢者のみの世帯が増加し
ています。今後は、高齢者が社会を支える側としても活躍し、認知症があって
も周囲の方々と協力し合いながら生活を送り、介護が必要な状態となっても在
宅医療と介護の連携のもと、住み慣れた場所で安心して最期まで暮らし続ける
ことができることをめざし、さまざまな取り組みを実施していきます。

令和５年度　由布市住民税均等割のみ課税世帯給付金
および低所得者の子育て世帯への加算給付金について
　物価高騰による家計への負担増を踏まえ、低所得世帯に対して、次のとおり給付金が給付されます。
※今回支給される給付金は「物価高騰対策給付金に係る差押禁止等に関する法律」により、差押禁止等および非
課税の対象となります。

●申請期限　５月３１日㈮（当日消印有効）
（※）申請書は各庁舎の福祉窓口に設置しているほか、由布市公式ホームページに掲載しています。
●問い合わせ
・緊急支援給付金由布市コールセンター（平日：午前９時～午後６時／土日・祝日：午前９時～午後５時）
　☎０１２０－００２－４３０
・福祉課　☎０９７－５８２－１２６５

市有財産の売却について（一般競争入札）
　次の物件について、市有財産を一般競争入札により売却します。購入予定のある方は、ぜひご検討ください。
詳細については、由布市公式ホームぺージに掲載しています。
●入札物件　物件番号①　旧挾間老人福祉センター

区分 所在地番 地目 登記地積

土地

由布市挾間町向原字五田ケツル１６番 宅地 １６４１．００㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１７番４ 宅地 ４１６．０９㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１７番５ 宅地 ６６．２２㎡

土地合計 ３筆 ２１２３．３１㎡

区分 所在地番 種類 地目 登記地積

建物

由布市挾間町向原字五田ケツル１６番地上 事務所 鉄筋コンクリート造スレート
葺２階建 ６１１．５０㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１６番地上 浴場・風呂場 鉄筋コンクリート造スレート
葺平屋建 ４８．８９㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１６番地上 車庫 鉄骨造木皮葺平屋建 ３９．９９㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１６番、
１７番４、１７番５地上 倉庫・物置 木造スレート葺平屋建 ８５．３２㎡

由布市挾間町向原字五田ケツル１７番４、
１７番５地上 作業所・工作室 鉄骨造ガルバニュウム鋼板葺

平屋建 １３２．００㎡

土地合計 ５棟 ９１７．７０㎡

区分 所在地番 成分 湧出方法 備考

温泉権 由布市挾間町向原字五田ケツル１６番 単純冷鉱泉 動力揚湯 平成２２年１１月
温泉利用廃止届提出済

●現地説明会　４月１９日㈮
●申込期間　４月２２日㈪～３０日㈫
●入札日　５月１５日㈬
●問い合わせ　財政課　財産管理係　☎０９７－５８２－１１７６

▲相馬市長に答申書を
　手渡す岩男策定委員長

▲由布市公式
　ホームページ

由布市住民税均等割のみ課税
世帯給付金●給付対象世帯（１世帯あたり１０万円）
・令和５年度住民税均等割のみ課税世帯
　基準日（令和５年１２月１日）において由布市に住民登録があり、世帯員全員の令和５年度住民税が
「均等割のみ課税」または「非課税」である世帯
※世帯の中に１人は「均等割のみ課税」の方がいる必要があります。
※今回の給付金に、家計急変世帯給付金はありません。

※次の条件に該当する方は給付対象外です。
・世帯員全員が住民税均等割の課税者に課税上の扶養に取られている世帯
・令和５年１月２日以降の入国者または出生者を世帯主とする世帯
・租税条約に基づく課税免除の適用を受けている方を含む世帯
・令和５年度物価高騰緊急支援給付金（３万円・追加給付７万円）の対象となった世帯

●手続き方法など
　対象となる世帯に確認書を発送しています。必要事項を記入し、必要な書類とあわせて返信用封筒で返
送してください。
※世帯の中に未申告の方がいる場合は、住民税申告が必要です。世帯全員の課税状況が確定後に申請書
（※）で申請してください。

 低所得者の子育て世帯への加算給付金

●給付対象世帯（低所得世帯の１８歳以下の子ども１人当たり５万円）
・令和５年度住民税均等割のみ課税世帯、または令和５年度住民税非課税世帯
　基準日（令和５年１２月１日）において由布市に住民登録があり、世帯員全員の令和５年度住民税が
「均等割のみ課税」または「非課税」である世帯で、１８歳以下の子ども（平成１７年４月２日以降に生
まれた方）を扶養している世帯

※次の条件に該当する方は給付対象外です。
・世帯員全員が住民税均等割の課税者に課税上の扶養に取られている世帯
・令和５年１月２日以降の入国者を世帯主とする世帯
・租税条約に基づく課税免除の適用を受けている方を含む世帯
・基準日時点で施設に入所している子どもや里子など、生計が別の場合の世帯

●手続き方法など
　対象となる世帯に確認書を発送しています。必要事項を記入し、必要な書類とあわせて返信用封筒で返
送してください。
※世帯の中に未申告の方が居る場合は、住民税申告が必要です。世帯全員の課税状況が確定後に申請書
（※）で申請してください。
※給付対象世帯で令和５年１２月２日から令和６年５月３１日までの間に新たに子どもが生まれた場合は、
申請することで給付金が受け取れる場合があります。
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　由布市では「子育て応援日本一」をめざして、高校生等（※）の医療費（入院・通
院・調剤）を助成しています。利用にあたっては、受給資格者証の発行が必要です。
なお、令和６年度は、平成１８年４月２日から平成２１年４月１日までに生まれたお
子さんが助成対象となります。
（※）満１５歳に達する日以後の最初の４月１日から満１８歳に達する日
　以後の最初の３月３１日までの間にある方を指します。
●助成対象者　次の要件を全て満たす方が対象です。
【保護者の要件】
・市内に住所を有する方　・高校生等を監護し、かつ扶養している方
・生活保護、ひとり親家庭医療費など、他の医療費助成を受けていない方
※ただし、上記の要件を満たす保護者が単身赴任の理由により市外に転出した場合
は、保護者の配偶者が市内に住所を有する場合に限り、助成対象者となります。

【高校生等の要件】
・市内に住所を有する方　・保護者の保険扶養になっている方
・就職をしていない方（保護者の扶養から外れている場合は対象外です）
・婚姻をしていない方
※ただし、上記の要件を満たす高校生等が就学などの理由で市外に転出した場合は、助成対象者となります。
●必要書類など
①高校生等医療費受給資格登録申請書　
②高校生等の健康保険証
③通帳など（口座情報が確認できるもの）
※高校生等が就学などの理由で市外に転出した方は、上記に加えて次のものが必要です。
④高校生等が属する世帯全員分の住民票の写し　
⑤学生証の写しなど（就学などの理由が確認できるもの）
※令和５年度に中学３年生だった方については申請が必要です。申請時に子ども医療費受給資格者証の返納をお
願いします。

●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２

高校生等医療費助成制度のお知らせ

▲高校生等医療費受給
　資格者証

生ごみ処理機の購入費用を助成します
　家庭から出る生ごみの減量を図るため、生ごみ処理機の購入費用を助成します。なお、今年度から、電気式生
ごみ処理機に加え、非電気式生ごみ処理機（コンポスト容器、ぼかし容器など）を購入する場合も助成します。
●対象世帯
　市内に居住しており、過去に助成金の交付を受けた方が同一世帯にいない方
●対象機器
　乾燥・発酵・分解などの方法により生ごみを減量または堆肥化させる機器であり、申請者が居住する家庭に設
置するもの
※次の条件に該当するものは助成対象外となります。
①通信販売品（インターネット・テレビショッピング・カタログなど）、中古品および転売品
②業務用として使用する機器
③ディスポーザー方式の機器

●購入先
　市内外問わず、家電量販店などの店舗（インターネットなどの通信販売サイトでの購入は対象外）
●助成額　本体購入価格（消費税含む）の２／３（１００円未満の端数は切り捨て）
※上限は、電気式生ごみ処理機は３万円、非電気式生ごみ処理機は３千円となります。
●必要書類
・申請書兼実績報告書　・申請書（各庁舎窓口に設置するほか由布市公式ホームページに掲載予定）
・領収書の写し（申請者の氏名、購入費、店舗名、購入日が記載されているもの）
・保証書の写し（申請者の住所、氏名、電話番号、購入日、店舗名および店舗の住所が記載されているもの）
・自宅に設置した事がわかる写真　※非電気式生ごみ処理機購入時に保証書が発行されない場合のみ
●申請期間　４月１９日㈮～令和７年３月２８日㈮
●注意事項
　助成対象となるのは、申請する年度内に購入したものに限ります。
　また、予算が無くなり次第、受付終了とします。
●提出先　環境課、挾間・湯布院振興局地域振興課
●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

　社会福祉法人産土会が運営する宮田保育園が、３歳児の教育ニーズへの対応および待機児童解消のため、令和
６年４月から、新たに認定こども園（※）へ移行し、設置認可されましたのでお知らせします。
（※）教育・保育を一体的に行い、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持つ施設を指します。
 施設概要 
●認可種別　幼保連携型認定こども園
●施設名　社会福祉法人　産土会　みやたこども園（旧宮田保育園）（由布市挾間町北方６０２番地１）
●教育定員／保育定員　１５人／１４５人
●教育時間　午前８時３０分～午後２時（別途、預かり保育があります）
●保育時間（延長保育時間）　午前７時～午後６時（午後６時～午後７時）
※教育定員は、保育の必要性に関わらず、満３歳以上児であればどなたでも入園可能な枠です。
　詳細については、みやたこども園にお問い合わせください。
※保育定員は、保育の必要性（保護者の就労など）がある就学前の児童が入園可能な枠です。

●問い合わせ
　【教育定員について】　　　みやたこども園　☎０９７－５８３－１５４４
　【保育定員などについて】　子育て支援課　　☎０９７－５８２－１２６２

認定こども園の設置認可について 児童手当・特例給付の所得制限で手当の支給が停止した方へ
　令和４年６月または令和５年６月の現況届時に、児童手当・特例給付の所得上限額を超えた方は、今後、所得
が所得上限額を下回った場合に、改めて児童手当・特例給付の支給申請をする必要があります。課税通知書が届
き次第、所得上限額未満であるかどうかを確認してください。所得上限額未満である場合は、課税通知書が届い
た日（所得上限額を下回ることを知った日）の翌日から１５日以内に児童手当・特例給付の申請を行ってくださ
い。
※申請が遅れると、原則遅れた月分の児童手当・特例給付は受けられなくなります。公務員の方については、勤
務先に一度確認してください。

【参考：特例給付の所得上限額早見表】（単位：万円）
※扶養親族の数は、所得税法上の同一生計配偶者および扶
養親族（施設入所等児童を除く。以下「扶養親族等」と
いう）ならびに扶養親族等でない児童で前年の１２月
３１日において生計を維持したものの数を指します。

※扶養親族等の数に応じて、所得額（所得額ベース）は１
人につき３８万円（扶養親族等が７０歳以上の同一生計
配偶者、または老人扶養親族であるときは４４万円）を
加算した額となります。

※収入額は、所得額に給与所得控除額等相当分を加算した
額を指します。実際の適用は政令で定める所得額で行
い、収入額そのものではありません）。

扶養親族の数 所得額 収入額目安

0 人 ８５８ １，０７１

1人 ８９６ １，１２４

2人 ９３４ １，１６２

3人 ９７２ １，２００

4人 １，０１０ １，２３８

5人 １，０４８ １，２７６

●問い合わせ　子育て支援課　☎０９７－５８２－１２６２
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市政ニュース

　物価高騰による家計の負担増を踏まえ、市内の世帯に対し、由布市指定ごみ袋（大）を無料配布します。
●配布内容　由布市指定ごみ袋（大）を１世帯につき２本（１本３０枚、計６０枚）
●対象者　令和６年３月３１日時点で、由布市の住民基本台帳に記載のある世帯
●ごみ袋の受取方法
・対象世帯の世帯主宛てに郵送するクーポン券を、由布市指定ごみ袋無料配布事業取扱店に持参し、ごみ袋
（大）と引き換えを行ってください。

・クーポン券はＡ券、Ｂ券の２枚があり、クーポン券１枚につき由布市指定ごみ袋（大）１本と交換することが
できます。

●引換期間　Ａ券、Ｂ券で引換期間が異なります。必ず期間内での引き換えをお願いします。
【Ａ券】５月１日㈬～１２月３１日㈫　【Ｂ券】９月１日㈰～１２月３１日㈫

●注意事項
・指定ごみ袋（小）、（特小）の引き換えは行いません。
・クーポン券は、随時発送しています。届き次第、内容の確認をお願いします。
・由布市指定ごみ袋無料配布事業取扱店の一覧は、クーポン券に同封しているほか、由布市公式ホームページに
も掲載しています。

●問い合わせ　環境課　☎０９７－５８２－１３１０

由布市指定ごみ袋（大）を無料配布します

令和６年度　大分県銃砲刀剣類登録審査会日程
月　　日 曜　　日 時　　間 会　　場

　　　　　５月　８日
　　　　　７月　３日
　　　　　９月１１日
　　　　１１月　６日
　令和７年１月１５日
　　　　　３月１２日

水曜日
午後１時～午後５時

（受付：午後４時３０分まで）
県庁舎新館１３階１３３会議室

●備考
①「銃砲刀剣類登録証」がついていない古式銃砲や刀剣類は所持できません。あらかじめ大分県教育委員会の銃
砲刀剣類登録審査会に出向き、登録証の交付を受ける必要があります。
②会場には、現物と発見届出済証・登録手数料（１件あたり６，３００円）を持参してください。代理人でも構
いませんが、家族以外の方が代理人の場合は、委任状が必要です。
③登録証を紛失した場合は、登録証の再交付を受けなければなりません（再交付手数料：１件あたり３，５００円）。
④未登録物件の所持・売買はできません。
●問い合わせ　大分県教育庁文化課　☎０９７－５０６－５４９８

市営住宅の入居者を募集します
●公営住宅

みどり住宅（庄内町畑田） 1 戸

鉄筋コンクリート３階建て
Ｈ４年築（３ＤＫ）

家賃　１９，３００～３７，８００円／月
浄化槽代　２，７００円

ドリームタウン五ヶ瀬（庄内町五ヶ瀬） 1 戸

鉄筋コンクリート２階建て
Ｈ１４年築（２ＬＤＫ）

家賃　２３，７００～４６，５００円／月
浄化槽代　２，８００円

鶴田第２団地（挾間町挾間） 1 戸

木造２戸建て
Ｈ６年築（４ＬＤＫ）
家賃　５１，０００円／月
浄化槽代　１，０５０円
※単身入居不可

●特定公共賃貸住宅

●問い合わせ　大分県住宅供給公社　由布市営住宅管理センター（建設課内）
　☎０９７－５２９－７８９１　 https://www.oita-jkk.jp/yufu/

※公営住の家賃は所得に応じた金額となります。

公営住宅 特公賃（鶴田第２団地）

入 居 資 格

①収入が基準額を超えないこと
②住宅に困っている事が明らかなこと
　（持ち家がないこと）
③市県民税などの滞納がないこと

①同居親族を有すること
②住宅に困っている事が明らかなこと
　（持ち家がないこと）
③市県民税などの滞納がないこと
④一定以上の所得を有すること

募集に
ついて

・入居募集期間は、４月１５日㈪～２３日㈫　午前８時３０分から午後５時までです。
※希望者多数の場合は抽選とします（抽選日時は、４月２５日㈭の午後１時３０分からです）。
・入居日は、６月１日㈯の予定です。

注 意 事 項 入居契約時に敷金（家賃の３ヵ月分）の納付および連帯保証人が必要です。

「由布市都市計画マスタープラン」を改定しました
　都市計画マスタープランは、まちのあるべき姿とその実現に向けたまちづくりの方針を示した
計画で、平成２５年を始期として策定されました。このたび、策定からおおむね１０年が経過
し、地域を取り巻く環境の変化や関連する法令の改正などが行われたことを受け、由布市全域を
対象とした本計画の改定を行いましたので、お知らせします。なお、改定の内容については、由
布市公式ホームページをご覧ください。
※都市景観推進課、挾間・湯布院振興局地域整備課でも計画（概要版）を配布しています。
●問い合わせ　都市景観推進課　☎０９７－５２９－７３３４

▲由布市
　公式ホームページ

 立地適正化計画について 
　「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の考え方のもと、医療・福祉施設、商業施設、住居など、生活
に必要な施設の誘導や公共交通網の形成をめざすための計画です。
●対象範囲　挾間・湯布院地域の都市計画区域内
 届出制度について 
　令和６年４月１日以降、都市計画区域内において、居住誘導区域外での住宅などの開発行為・
建築行為など、都市機能誘導区域外での誘導施設の建築を目的とした開発行為・建築行為などを
行う際、事前に届け出が必要になります。詳細については、由布市公式ホームページをご覧くだ
さい。
※都市景観推進課、挾間・湯布院振興局地域整備課でも計画（概要版）を配布しています。
●問い合わせ　都市景観推進課　☎０９７－５２９－７３３４

由布市立地適正化計画を策定しました

▲由布市
　公式ホームページ
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

▲感謝状贈呈式の様子

　３月７日、湯布院町のすみれこども園で親
子参加のキッズマネーセミナーが行われまし
た。キッズ・マネー・スクールの方を講師に
招き行われた本セミナー。園児たちは劇やお
店屋さんごっこなどを通して、お金について
学びました。お店屋さんごっこでは、どうし
たら他の友達よりはやく売ることが出来るか
を各々が考えて取り組みました。また、保護
者にはお小遣いの考え方やお金の教育方法が
教えられ、頷きながらメモを取る姿が見られ

ました。親子と
もにお金につい
て楽しく学ぶこ
とができた貴重
な機会となりま
した。

行

キ
ッ
ズ
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ー
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が
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！

事

　２月２９日、湯布院町湯平の石畳の驛つる
やで内覧会が行われ、多くの来賓やメディア
が訪れました。石畳の驛つるやは、令和２年
に豪雨災害で亡くなった家族が経営していた
「つるや隠宅」の後継として建てられたもの
です。ゆのひら温泉観光協会が遺族に打診
をしたところ快諾をいただき、新たな観光拠
点・観光案内所としてつるやを受け継ぎ改修
を行いました。ゆのひら温泉観光協会の麻生
幸次副会長は「まずは遺族の方に観光協会に

任せてよかったと
思っていただける
ように精一杯頑張
ります」と話しま
した。

拠

湯
平
に
新
た
な
観
光
拠
点
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生
！

点
　３月１８日、相馬市長が湯布院町の小規模
多機能型住宅介護アドニスホームを訪れ、立
川トシ子さんの１００歳のお祝いをしまし
た。大分市で生まれ、２０代のころは小学校
の先生として教壇に立っていた立川さん。短
歌を詠んだり、歌を歌ったりすることが好き
だったそうです。当日も、得意の歌を歌って
聞かせてくれました。性格は温厚でいつも優
しく、人の悪口を言っているのを家族でも聞
いたことがないそうです。長寿の秘訣は、毎

日欠かさず３食
食べることだそ
うです。いつま
でもお元気で長
生きしてくださ
い。

１
０
０
歳
を
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っ
て

１
０
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歳
を
祝
っ
て

長長
寿寿

　３月１３日、相馬市長が湯布院町川北の有
料老人ホーム虹色を訪れ、衞藤初子さんの
１００歳のお祝いをしました。衛藤さんはか
つてお惣菜屋に勤めており、よく働くことか
ら “働き者のはっちゃん” と呼ばれていたそ
うです。施設でもお茶碗拭きなどを手伝って
くれています。施設では、好きな歌を歌った
り、少し歩いたりと軽いリハビリをして過
ごしています。日々の積み重ねが長寿につ

ながっているの
ではないだろう
か、とのことで
す。いつまでも
お元気で長生き
してください。
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　３月２２日、相馬市長が庄内町の幸野マツ
さんのご自宅を訪れ、１００歳のお祝いをし
ました。長崎県の大村市出身の幸野さんは、
結婚を機に夫の実家がある庄内町に引っ越
しました。煩わしいことは考えないという幸
野さん。多趣味で水墨画、押し花、書道など
の作品が自宅に多くありました。当日も多く
の作品を嬉しそうに紹介する姿が印象的でし
た。長寿の秘訣は、食事をしっかり摂ること、
好きなものに熱中することだそうです。いつ

までもお元気
で長生きして
ください。

　３月１０日、男性の家事・育児への参画推
進を目的とした、父子対象の「子どもと作る
簡単手作りクッキー教室」が庄内公民館で開
催され、父子合わせて１４人が参加しました。
当日は、講師を務めたパティシエールの小出
祥子さんの説明のもと、クッキー作りに挑戦。
参加者たちは、親子で協力しながら、袋の中
で材料をまぜ生地を作ったり、丸めた生地を
オーブンで焼いて粉糖をまぶしたりして、ス
ノーボールクッキーというクッキーを作りま

した。完成後は、
手作りクッキーを
大切な人に渡す場
面を想像しなが
ら、きれいにラッ
ピングしました。
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室　３月１４日、由布院幼稚園PTAの渡邉この
み、下鶴菜央両副会長がゆふいんラックホー
ルを訪れ、能登半島地震の災害義援金を由布
市に贈呈しました。この義援金は、由布院幼
稚園ＰＴＡが幼稚園内に募金箱を設置し、子
どもを迎えに行った際などに協力を仰ぎ集め
たものです。今回の寄附金は、日本赤十字社
を通じて被災地での支援に役立てることにし
ています。渡邉副会長は「被災地の子どもの

ために少し
でも活用し
てもらえれ
ば嬉しいで
す」と話し
ました。

募
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金

　３月３日、第２３回はさま未来館まつりが
はさま未来館のＤＥＮＫＥＮホールなどで開
催されました。この日は、日ごろからはさま
未来館で活動している団体などが出演者とな
り、活動成果の披露の場として、ダンスや太
鼓など１６団体の華やかなステージ発表や６
団体の個性豊かな作品展示が行われ、会場に
訪れた多くの来場者を魅了していました。ま
た、地域交流の場として挾間地域で活動して
いる各種団体による喫茶やポップコーンなど
の販売、挾間ジュニアリーダーの子どもたち

による催しなども
あり、子どもたち
の元気な声と笑顔
で会場は大いに賑
わいました。

活

未
来
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ま
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た
！

動

　３月９日、令和５年度自衛隊入隊激励会が
本庁舎で行われました。この激励会は旧町時
代から行われており、由布市出身の令和６年
度から自衛隊に入隊する予定者３人と、その
家族が参加しました。入隊予定者を代表して
航空自衛隊に入隊予定の井尾光晴さんが「１
日も早く立派な自衛官・社会人になれるよう、
常に前向きに全力でチャレンジしたい」と決
意表明。一般曹候補生・自衛官候補生は４月
から約６ヵ月間の教育期間を経て、一般部隊

に配属される予
定です。

期
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い
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待
　豊洋精工株式会社（敬称略）からご寄附を
いただきました。

企業名 豊洋精工株式会社
本社所在地 大分県国東市安岐町大添４５４番地1

寄附額 １，０００，０００円
寄附年月日 令和６年１月３１日

寄附
対象事業

由布市における安定した雇用を創出
するとともに、地域と地域を連携す
る事業

企業
ホームページ https://hoyo-g.jp/

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

附寄

　防衛省の再編関連訓練移転等交付金を活用
し、由布市学校給食センターの厨房機器を新
調しました。
●主な新調機器
　コンビオーブン３台、マイコンスライサー
１台、電気ボイラ１台、包丁まな板消毒保管
機１台、検食用冷凍庫１台

活
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の
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を
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し
ま
し
た

用

▲防衛省
　訓練移転等
　交付金事業

　２月１４日、今年で２１回目を迎えた「大
分ふるさとCM大賞Vol.21」が別府市の別府
温泉杉乃井ホテルで行われました。今年は
１８市町村が３つのチームに分かれてチーム
優勝を争うチーム対抗戦も初めて行われ、審
査の結果、由布市が今年の大賞に輝き、チー
ム優勝と併せて２冠となりました。次のＱＲ
コードから作品を視聴できますので、ぜひご
覧ください。

大

よ
う
こ
そ
由
布
市
へ

ゆ
ふ
Ｒ
Ａ
Ｐ
!!

賞

▲由布市
　ホームページ
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ゆふスポ！まちのスポーツ情報 ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　４月１日、由布院駅で辻馬車の新車両のお
披露目式がありました。シートが改善された
ほか、揺れが減り今まで以上に乗り心地がよ
くなりました。当日は安全祈願、テープカッ
トをし、地元の児童クラブの児童を乗せ、駅
周辺を少し周遊。短い時間ですが多くの笑顔
が見受けられました。由布院温泉観光協会の
太田慎太郎会長は「辻馬車の高さから見ると
見慣れた街並みでも、違うものに見えるは

ず。地元の人
もぜひ新車両
に乗ってみて
ほしい」と話
しました。

新

辻
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！

調
　３月３０日、庄内公民館で桜の森LIVEが
行われ多くの観客で賑わいました。いつもは
庄内町の口の原ふれあい広場で行わる本ライ
ブ。今回は１０周年の記念として、初めて屋
内で開催されました。当日は、シンガーソン
グライターの樋口了一さんをはじめ、村上ゆ
きさんなど６人のアーティストが会場に華を
添えた、約２時間３０分の感動のライブで
した。桜の森LIVE実行委員会の本田代表は

「１０年の節
目を迎えるこ
とができた。
今後も開催し
ていきたい」
と話しまし
た。

音

桜
の
森
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
10
周
年
！

楽

　３月２１日、由布高校の生徒会の檜垣麻衣
会長らが本庁舎を訪れ、能登半島地震の災害
義援金を由布市に贈呈しました。生徒会役員
と野球部１０人が主となり、募金活動を行い
ました。朝、昇降口に立って呼びかけを行っ
たほか、由布院駅で韓国語と中国語の看板を
持って、観光客などへの声掛けを行い、多く
の協力を仰ぎました。今回の寄附金は、日本
赤十字社を通じて被災地での支援に役立てる
ことにしています。生徒らは「年の近い子ど
もの環境整備などに使ってもらいたい」と話

しました。

贈

由
布
高
校
の
生
徒
か
ら

能
登
半
島
へ
寄
附

呈
　３月２７日、湯布院町の特別養護老人ホー
ム白心荘で毎年恒例の料理慰問が行われまし
た。湯布院町の各旅館などで働いている調理
師の方たちが社会福祉への貢献として１０年
以上前から行っているものです。この日は
１００個の弁当が施設に入所している方たち
に向けて作られ、色鮮やかな見た目の『お花
見弁当』が施設の方を通して届けられまし
た。大分県日本調理技能士会の坂会長は「毎
年楽しみにしているという声を聞いており、
作って良かったと感じている。来年以降もぜ

ひ続けていきたい」
と話しました。

福

食
の
分
野
で
地
域
に
貢
献

祉
　３月１９日、フットステップサッカーアカデミー
の平川瑛翔さん（由布川小６年）が本庁舎を訪れ、
全日本 PANNA選手権大会Ｕ－１２関西予選を通過
し、決勝大会への出場を報告しました。PANNAとは、
ストリートサッカー競技の１種で、１対１で３分間
ゴールと股抜き（PANNA）を狙い合うスポーツです。
平川さんは空中エラシコなどの足技を活かして予選

を１位で通過し、決勝
大会に駒を進めました。
「結果はもちろんです
が、見ている人に魅せ
るプレーができるよう
に頑張ります」と話し
ました。

アーバンスポーツ
“ストリートサッカー”で躍進！

　３月１７日、ゆふいんＳＰＡ健康リレーマラソン
２０２４（第３２回ゆふいんＳＰＡ健康マラソン大
会）が湯布院スポーツセンターで開催されました。
今年の大会には、リレーマラソンの部と個人マラソ
ンの部（６ｋｍ・９ｋｍ）に合わせて３７２人がエ
ントリー。この日は、小雨が降る中での開催となり
ましたが、ゲストランナーに小林祐梨子さんを迎え、
７～８３歳の幅広い年齢層のランナーたちが湯布院

の自然を感じながら、仲間
の応援を力に変え、それぞ
れのペースで完走をめざし
ました。

湯布院の自然を駆け抜ける

　３月２０日、大分県を本拠地とするプロの自転車
ロードレースチーム「スパークルおおいたレーシン
グチーム」と豊後大野市、大分市、竹田市、九重町、
由布市の 4 市 1 町が協力し「やまなみハイウェイ 
SPA RIDE ２０２４」が開催され、県内外から９１
人のサイクリストが参加しました。当日は、降雪や
強風により過酷な道のりとなりましたが、参加者は
くじゅう連山の周辺約７０ｋｍのコースをそれぞれ

のペースで楽し
んでいました。

やまなみハイウェイ
SPA RIDE ２０２４

　２月２３日、大分市の大分スポーツ公園内の周回
コースで、２０２３年度大分県郡市対抗駅伝競走大
会が開催されました。郡市対抗方式で行われた今大
会は、午前の部と午後の部で併せて１２区間が設
けられ、健脚を競いました。由布市は、午前の部を
１４位、午後の部を９位でゴールし、総合１２位で
今大会を終えました。
●大会結果 総合１２位　由布市　３時間５５分４９秒
　　　　　　（午前の部：１４位、午後の部：９位）

２０２３年度
大分県郡市対抗駅伝競走大会

◀由布市陸上競技協会
　Instagram

　３月１５日、由布院幼稚園のスクールバス
が６０年の歴史に幕を下ろしました。園児か
ら運転手さんへ手紙や花束などを手渡し、感
謝の気持ちを伝えました。当日は由布院幼稚
園の１回生だった園児のおじいちゃんをはじ
め、訪れた卒園生が、昔話に花を咲かせ、別
れを惜しみました。園児と保護者を乗せたバ
スは、特別に園庭を回り、いつものコースへ

出発。バスの
中は、笑い声
が響き合い、
思い出に残る
１日となりま
した。

終

笑
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幕
　３月２１日、大野梨園の大野邦雄・友佳夫
妻が本庁舎を訪れ、全国優良経営体表彰を受
賞したことを相馬市長に報告しました。大野
梨園は販売革新部門にノミネートし、見事全
国担い手育成総合支援協議会会長賞を受賞し
ました。顧客情報のデジタル管理、SNSの活
用などが評価され今回の受賞に至りました。
今も新商品の販売やより良い情報発信方法を
模索しているそうです。大野邦雄さんは「青
年部のみんなで協力して盛り上げていきた

い。そして、
多くの人に庄
内梨の魅力を
伝えたい」と
話しました。

受

大
野
梨
園
が
全
国
表
彰
受
賞
！

賞

２０２４年シーズン開幕！２０２４年シーズン開幕！
４年ぶりの優勝＆Ｊ３昇格をめざすヴェルスパ！４年ぶりの優勝＆Ｊ３昇格をめざすヴェルスパ！
　３月１０日、ＪＦＬリーグ開幕戦となるアトレチコ鈴鹿戦がホームで行われました。前半
３分、中央から相手を崩すと、最後は１０年ぶりにヴェルスパに復帰した福満選手がゴール
を決めて、見事先制します。しかし、直後に失点してしまい、前半を１－１で折り返します。
後半１３分、相手のコーナーキックを一度はクリアするも、そのまま相手に押し込まれ追加
点を許します。その後も、果敢にゴールを狙い、後半だけで１０本のシュートを放つも相手
の守備に阻まれ続け、１―２で試合終了。会場には２，４００人を超えるサポーターが集まり
ましたが、惜しくも勝利とならず、２０２４年シーズンは黒星スタートとなりました。
　その後３試合を消化し、第４節終了時点で１４位となっています。次の試合も勝利めざし
て頑張れヴェルスパ！

頑張れ！ヴェルスパ大分！

今後の試合日程
▶４月１４日㈰
　ＦＣティアモ枚方
レゾサＡ
１３：００キックオフ
▶４月２８日㈰
　ミネベアミツミＦＣ
宮崎市
１３：００キックオフ
▶５月４日㈯
　高知ユナイテッドＳＣ
レゾサＡ
１３：００キックオフ

▶Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 https://verspah.jp/
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健康ナビ

ヘ ル ス ア ッ プ ト ー クのゆーふーゆーふー
健診結果から見える由布市の現状健診結果から見える由布市の現状

～令和４年度と令和５年度（暫定値）の国保の健診結果から見えること～～令和４年度と令和５年度（暫定値）の国保の健診結果から見えること～

市報 deお茶の間サロン紹介  No.１３  ～球あそび会～

●問い合わせ　高齢者支援課　☎０９７－５２９－７３４９

【活動日】毎週水曜日　午前９時３０分　【活動場所】上市公民館
【対象者】上市自治区在住の方　【人数】約６人

「ピンピンコロリ」を目標に、毎週１回、卓球で体力維持！
おしゃべりでストレス解消！ただ今、仲間を募集中です。

連載１回目 　幅広い年齢の方を対象にスポーツを中心とした各種事業を実施している総合型スポーツクラブの令和５年度の
活動状況をお知らせします。

総合型地域スポーツクラブの活動を紹介します！

■ＮＰＯ法人ゆふいんチャレンジクラブ
　スポーツで「笑顔」と「元気」をめざす「ゆふいんチャレンジ
クラブ」は、来年３月に設立１５周年を迎えます。子どもからシ
ニアまで幅広い年代を対象に、スポンジボールテニス、ジュニア
体操教室など２１の教室を開催しています。また、１年間を通し
てペタンクやキンボール・スポーツレクリエーション大会などの
イベントも開催しています。
　興味のある方、まずは見学や体験から始めてみませんか。多く
の方のご参加をお待ちしています。
●活動拠点　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター
●現在の会員数
　２３３人（ジュニア９４人、一般３１人、シニア１０８人）
●問い合わせ　☎０９７７－８４－２１３３

　平成２６年に発足し、設立１１年目を迎えます。スポーツの力
で挾間地域の皆さんが元気になることを目的に、各種教室や大
会・イベントを行っています。
　誰でも気軽に楽しめる軽スポーツ（玉入れ・卓球バレーなど）
を提供していきたいと考えています。自治区の方や友達と一緒に、
何かスポーツをしたい時はぜひご連絡ください。
●活動拠点　挾間体育センター
●現在の会員数
　２７０人（ジュニア９９人、一般７８人、シニア９３人）
●問い合わせ　☎０９７－５８３－２８８１

■スポーツクラブHASAMA

■みことスマイルインクラブ
　今年で設立１５年目。子どもからシニアまで幅広い世代の方々
と楽しいスポーツを通じて活き活きと健康づくりに励む、活気に
満ちたクラブです。
　バドミントン、なぎなた、ミニバレー、ソフトテニスなどの
１０教室と、各種イベントを年間１０回開催しており、中でも
すこやかスポーツ祭（グラウンドゴルフ競技）や、おせったい
ウォーキングは人気の高いイベントです。
●活動拠点
　庄内体育センター、東庄内小学校体育館、大津留小学校体育館
●現在の会員数
　１７３人（ジュニア４７人、一般７４人、シニア５２人）
●問い合わせ　☎０９０－８９１８－６６９１

●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

出展：KDBシステム「地域の全体像の把握」

　令和６年度も、メタボ予防のために、定期的な体重測定やバランスの良い食事、運動、禁煙、休肝日をつくる
など、それぞれの取り組みを継続することが大切です。そして、年に１回の健診も忘れずに受診してください。

やや減少しているけど、
まだ大分県平均値を
上回っているね。

めざせ大分県平均値！

メタボ該当者・予備群の人口割合

問診票の回答から見える生活の変化
【改善傾向にあるもの】

【悪化傾向にあるもの】

29

31

33

35

37

令和４年度

36.7 35.5

（％）

令和５年度

20
21
22
23
24
25
26

令和４年度

24.8 23.7

（％）

令和５年度

16
17
18
19
20
21

令和４年度

18.5
20.7

（％）

令和５年度

10
11
12
13
14
15

令和４年度

14.1 12.9

（％）

令和５年度

36
38
40
42
44
46
48

令和４年度

40.4
46.7

（％）

令和５年度

毎日お酒を飲む人の割合 喫煙の人の割合

「噛みにくい」と感じる人の割合 １日１時間以上の運動なしの人口割合

令和５年度大分県平均値
（２９.９%）

　由布市では、地域経済の活性化および行政資産の有効活用とし
て、由布市公式ホームページ上で広告を掲載しています。現在、
広告主さまを随時募集しています。広告の規格や申込方法など、
詳細については由布市公式ホームページをご確認ください。
●掲載場所
　由布市公式ホームページ　トップページほか（全ページ下部）
●広告掲載料　月額１０，０００円（税込）
●トップページの年間ビュー数
　約３４５，０００件（令和５年）※参考値
●問い合わせ
　総務課　☎０９７－５８２－１１１２

バナー広告を募集します！バナー広告を募集します！

▲由布市公式
　ホームページ
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健康ナビ

 食のボランティア“食生活改善推進員” 
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、地域で食を通じた健康づくりをお手
伝いするボランティアです。栄養バランスの良い食事の大切さを伝える活動をしてお
り「食

しょく

推
す い

」の略称で親しまれています。
 “食推”になって活動してみませんか？ 

受講生募集令和 6年度『食生活改善推進員』養成講座
『食を知り、食を楽しみ、食を伝える』、そんな人になりませんか？

●申込先・問い合わせ
　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

【講義】
　栄養バランス、糖尿病と食事　など
【調理実習】※２ヵ月に１回行います。
　適塩食、糖尿病食、行事食　など

主な講座内容
　１５人（先着順）
※８人以上で開催となります。

定　　員

　４月３０日㈫

申込締切

　２，０００円程度（テキスト代など）
※  修了後、協議会に入会する際に年会費、
エプロン購入費が別途かかります。

ゆふ健康マイレージ
　２，０００ポイント付与

参加費用

①  市が主催する
　養成講座を
　１年間受講

②  由布市食生活改善
　推進協議会に入会

③  お住まいの
　地域の支部に
　所属し活動

食推の主な活動
　調理教室の開催、地域
での普及啓発活動、定例
研修会での自己学習など

 由布市内在住の方
   養成講座を１年間受講できる方
   養成修了後に食生活改善推進員と
してボランティア活動ができる方

　５月～令和７年３月
　毎月第３火曜日（全１１回予定）
※  会場などの都合により変更になる
場合があります。
【開講式】５月２１日㈫

午前９時３０分～午後１時（予定）
※  当番の月は午前９時からの場合が
あります。

　本庁舎（保健センター2階　災害対
策本部室・調理室　など）

参加条件 開催日 時　　間

場　　所

挾　間
庄　内
湯布院

　由布いきいきプランは、個人の健康を支援する健康づくりを、家族や仲間、地域、職場など、社会全体で推進
するヘルスプロモーションという考えに基づいた基本指針かつ行動計画であり、健康増進計画・母子保健計画・
食育推進計画・自殺対策行動計画を一体的に盛り込み作成しています。このたび、由布市第２期いきいきプラン
の計画期間が終期を迎えたことに伴い、令和６年度から令和１７年度までを計画期間とする「由布市第３期由布
いきいきプラン」を策定しましたので、お知らせします。　
　今後、計画に基づき、行政・市民・関係機関・団体・事業者などが一体となり、健康寿命延伸をは
じめとする「健康立市ゆふ」の実現をめざします。なお、計画の内容については、由布市公式ホーム
ページをご覧ください。
●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

「由布市第３期由布いきいきプラン」を策定しました「由布市第３期由布いきいきプラン」を策定しました

▲由布市公式
　ホームページ

　医療・保健情報などの分析により、由布市における特定健康診査受診率の低下やメタボリックシンドロー
ム該当者・予備群が多いこと、喫煙率が高いことなど、さまざまな健康課題が明らかとなりました。このた

「由布市国民健康保険第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）」
を策定しました

▲由布市公式
　ホームページ

び、令和６年度から令和１１年度までを計画期間とする「由布市国民健
康保険第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）」を策定しました
ので、お知らせします。
　今後、本計画に基づき、健康課題解決に向けた効果的な保健事業を実
施し、由布市国民健康保険被保険者の健康増進と健康長寿の延伸、医療
費の適正化をめざします。なお、計画の内容については、由布市公式
ホームページをご覧ください。
●問い合わせ　保険課　☎０９７－５８２－１１２１

　４月は進学や就職など新生活がはじまり喜ばしい出来事が多い時期ですが、環境などが変わる変化の多い時期
でもあります。変化はストレスの原因になるため、喜ばしい出来事でも、ストレスの原因になることがありま
す。
　ストレスを受けている状態では「眠れない」、「お腹が痛くなる」、「怒りっぽくなる」など、何かしらスト
レスサインが出ているものです。こうしたサインが出ているからといって、必ずしもこころの病気というわけで

こころの健康だより  ～自分のストレスサインを知ろう～

はありませんが、気づかないままストレスを受け続けると、さらに調子をくずしてしまうことがあります。まず
は、自分のストレスサインを知っておくことが大切です。そして、そのサインが出ていないかどうか、ときどき
自分の状態を観察するようにしましょう。また、つらい時や悩んだ時は、誰かに相談してみましょう。
●相談について
　こころの電話（平日の午前９時～正午、午後１時～午後４時）　☎０９７－５４２－０８７８
●大分県こころの相談（チャット）　LINE ID：＠９１３kaiae
　厚生労働省のホームページでも、電話やSNSの相談先を紹介していますので、ご確認ください。
 https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/soudan/

●問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０

令和６年度令和６年度
高齢者よい歯のコンクールの開催について高齢者よい歯のコンクールの開催について

　健康で活力ある人生を送るため、８０歳で２０本自分の歯を保つこと（８０２０運動）は、健康の保持増
進に重要です。由布市では、８０２０運動を推進するために高齢者のよい歯のコンクールを開催します。
●応募資格
　令和６年３月３１日時点で８０歳以上の方（昭和１９年３月３１日以前に生まれた方）で、自分の歯を
２０本以上保っている方
※自薦他薦は問いません。
●審査について
　【１次審査】由布市内の指定歯科医院で審査
※  かかりつけの歯科医が由布市外の方も、由布市内の指定歯科医院で１次審査を受ける必要があります。審
査会場などの詳細については、申込者に後日送付します。
　【２次審査】１次審査の状況を紙面で審査し、優秀賞を決定
※  優秀賞に選ばれた方は、大分県のコンクールへ推薦します。
●表彰式
　【日にち】６月１日㈯
　【場所】本庁舎本館　３階　大会議室
●応募期限　４月２６日㈮
●申込先・問い合わせ　健康増進課　☎０９７－５８２－１１２０ ▲大分県こころの相談

（チャット）
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今
月
の
お
す
す
め

PI
CK UP!

『料理は妻の仕事ですか？』
アベ　ナオミ　著　一般　596／ア

ゆふポ挾間図書館
　家庭料理は妻が作る
ものという思い込みを
そろそろ更新しませんか。
「料理＝愛情」の呪縛
がなくなれば、新しい家
族の幸せが見つかるか
もしれません。読みやす
いコミックエッセイです。
ぜひご覧ください。

『スパイスハンターの世界カレー紀行』
水野　仁輔　著　くらし　383.8／ミ

ゆふポ湯布院図書館
　著者が世界中を旅し
て出会った、美味しくて
衝撃的なカレーとスパ
イス料理を写真ととも
に語ります。飾らない写
真からは現地の人々の
暮らしも垣間見え、まだ
まだ知らないカレーの
奥深さに触れられます。

『置かれた場所であばれたい』
潮井　エムコ　著　一般　914.6／シ

　母から逃げるために４
歳で家出を決行、ハリポ
タの映画を観て読書感
想文を作成、教師と契約
をかわし試験にはげむ。
エムコのエピソードは良
い子でなくともどこかた
くましい。笑いあり、感
動ありのエッセイ本です。

ゆふポ庄内図書館

ゆふポ挾間図書館 〒879-5506由布市挾間町挾間104番地1 （はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

ゆふポ庄内図書館 〒879-5413由布市庄内町大龍1400番地 （庄内公民館内） ☎097-582-0214
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

ゆふポ湯布院図書館 〒879-5192由布市湯布院町川上3738-1 （ゆふいんラックホール１階）☎0977-84-2604
火～金午前10時～午後６時／土・日午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
https ://yufu. l ibweb. jp h_tosho@city .yufu. lg . jp

（由布市立図書館）

新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾
間

一 般589.2 シ 似合う服だけ着ていたい　　　　霜鳥　まき子

庄
内

一 般494.7 シ 死ぬまで歩ける！長持ちひざのつくり方
一 般913.6 ナ 有罪、とＡＩは告げた　　　　　　中山　七里 一 般913.6 ク 気散じ北斎　　　　　　　　　　　　車　浮代
文庫本B913.6ア 人魚のあわ恋　　　　　　　　　顎木　あくみ 文庫本B913.6チ まがいもの　－鉞ばばあと孫娘貸金始末－　千野　隆司
趣味娯楽P772.1オ ヒビノカテ　　　　　　　　　　大竹　しのぶ 絵 本E マ まぼろしの巨大クラゲをさがして
くらし590 ヒ ひとり暮らしスタートガイドブック しらべ159 イ 依存のトリセツ　　　　　　　　　加藤　宣行
健 康S498.1マ 開業医の正体　－患者、看護師、お金のすべて－ 児 童913 チ 放課後ミステリクラブ　１　　　知念　実希人
子育て493.9 ク 小児科医ママが教えたい体・脳・心を育てる！子どもの食事

湯
布
院

一 般070.1 ヒ 明治大正昭和化け込み婦人記者奮闘記
湾 曲617.7 ノ 農家が教えるよもぎづくし 一 般412 ク 役に立ち、美しいはじめての虚数　蔵本　貴文
絵 本E ソ そそそそ　　　　　　　　　　たなか　ひかる 一 般835 ミ イミコワ英語　－意味がわかると怖い話で学べる英文法－
学習絵本E セ せがのびる　　　　　やぎゅう　げんいちろう 一 般913.6 ハ 美しき人生　　　　　　　　　　　　蓮見　圭一
児 童333 コ こどもＳＤＧｓ達成レポート くらし596 マ 弁当にも使えるやる気１％ごはん作りおき
ヤングY913 ク 画の悲み　　　　　　　　　　　国木田　独歩 絵 本E ア アーノルド・ローベルのへんてこなとりたち

図書館だより
— 2024. ４—

 ５月のおはなし会 
●ゆふポ挾間図書館（毎月第４水曜日）　　５月２２日㈬　午前１１時から
●ゆふポ庄内図書館　　　　　　　　　　　５月１２日㈰　午前１１時から
●ゆふポ湯布院図書館（毎月第２木曜日）　５月　９日㈭　午前１０時３０分から
 ４月　テーマ・企画展示 
●ゆふポ挾間図書館　　特別展示「はじまる！はじめる！はるがきた！」
　　　　　　　　　　　　　　　「いろいろ！読書の楽しみ方～バリアフリー図書～」
●ゆふポ庄内図書館　　一般「お仕事本」
　　　　　　　　　　　児童「おしごといろいろ」
●ゆふポ湯布院図書館　一般「本の世界」
　　　　　　　　　　　児童「子ども読書の日　みんなのおすすめ本」

２０２４年・第６６回こどもの読書週間

●期間　４月２３日㈫～５月１２日㈰　　●標語 「ひらいてワクワク　めくってドキドキ」

 ゆふポ挾間図書館 
●「作ってみよう！エコでペン立て」　※４月２８日㈰限定企画
●児童参加企画　「祝！５０周年★ねずみくんクイズ」、「ぬりえであそぼう♪こびとずかん」　４月２３日㈫～５月１２日㈰
●配布企画　「しおりの配布」　４月２３日㈫～５月１２日㈰
●「どんぐりのおはなしかい」　【日時】４月２７日㈯　午前１０時３０分～正午
 ゆふポ庄内図書館 
●「絵本クイズ」、「しおりのプレゼント」　４月２３日㈫～５月１２日㈰
 ゆふポ湯布院図書館 
●「運だめし本くじ」、「しおりの配布」、「メッセージをはって絵を完成させよう！」　４月２３日㈫～５月１２日㈰

４月のカレンダー　　　 　　休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

５月の休館日 ３日㈷～６日(振休)・13日㈪
　　　　　　20日㈪・27日㈪・28日㈫

第７４回ゆふいん温泉まつり第７４回ゆふいん温泉まつり

由布院温泉の豊かな恵みに感謝する
「献湯祭」やお湯かきレース、伝統芸
能の公演など多くの催しが行われます。

日にち ４月２０日㈯
時　間　午前１１時から
場　所　国民宿舎跡地
問い合わせ　湯布院振興局地域振興課

　☎０９７７－８４－３１１１

由布岳山開き由布岳山開き

由布市と別府市の境に位置する
由布岳の麓で登山者の安全を
祈願します。

日にち ５月１２日㈰

時　間　午前８時から

場　所　由布岳正面登山口
問い合わせ　  湯布院振興局

地域振興課
☎０９７７－８４－３１１１

黒岳山開き黒岳山開き

登山者の安全を祈願する神事が行われ、
記念品の配布などが行われます。

日にち ４月２９日（月・祝）
時　間　午前８時３０分から
場　所　庄内町　男池駐車場
問い合わせ　庄内振興局地域振興課

　☎０９７－５８２－１１１３

庄内神楽特別公演庄内神楽特別公演

日にち　  ４月２１日㈰・２７日㈯、５月１１日㈯ 
時　間　午後２時～午後３時（２７日㈯のみ午後８時～午後９時）
場　所　ゆふいんラックホール　大ホール
問い合わせ　庄内神楽座長会事務局（庄内振興局地域振興課）

　☎０９７－５８２－１１１３

由布院駅前ウェルカムイベント由布院駅前ウェルカムイベント
由布院駅前にて、ステージイベント
（盆地ボーイズ・神楽公演）、作家さん
による体験コーナー、モルック体験な
どが行われます。

日にち ５月１日㈬
場　所　ＪＲ由布院駅前
問い合わせ　由布院観光総合事務所

　☎０９７７－８５－４４６４

庄内神楽定期公演庄内神楽定期公演

日にち　  ５月１８日㈯
時　間　午後６時～午後９時
場　所　  庄内総合運動公園　神楽殿

（雨天時：庄内公民館）
問い合わせ　  庄内神楽座長会事務局

（庄内振興局地域振興課）
　☎０９７－５８２－１１１３

湯平温泉まつり湯平温泉まつり

日にち　  ５月１９日㈰
時　間　午前１１時から
場　所　  湯布院町内　湯平温泉
問い合わせ　  湯平温泉観光案内所

　☎０９7７－８６－２３６７

塚原高原コモレビカフェ塚原高原コモレビカフェ
地元の農家の方たちや湯布院の人気
ショップによる出店、音楽や楽しいワーク
ショップなどが行われます。

日にち ５月１２日㈰
時　間　午前１１時～午後４時
場　所　塚原高原　みるく村
問い合わせ　湯布院塚原高原観光協会

　☎０９７７－８５－２２５４

ゆふいん音楽祭ゆふいん音楽祭（５月の演奏会）（５月の演奏会）

日にち　  ５月２５日㈯
時　間　午後７時～午後９時
場　所　  ゆふいんラックホール

大ホール
問い合わせ　  由布院観光総合

事務所
　☎０９７７－８５－４４６４

YUFUIN RIDE ２０２４YUFUIN RIDE ２０２４

長距離コースと、初心者でも安全な短距離コースがあり、自然豊かなコース
を満喫できます。

日にち　  ５月２６日㈰
時　間　午前９時１５分から
場　所　湯布院町内
問い合わせ　由布院観光総合事務所　☎０９７７－８５－４４６４

令和６年度令和６年度
由布市由布市 春春ののイベントイベント情報情報
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ト
科
、
も
の
づ
く
り
溶
接
科
、
電
気
シ
ス

テ
ム
科
（
企
業
実
習
付
き
）

●
募
集
期
間　

５
月
１
日
㈬
ま
で

●
受
講
料　

無
料

●
そ
の
他

見
学
会
を
４
月
16
日
㈫
、
説
明

会
を
23
日
㈫
に
実
施
し
ま
す
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
に
お
け
る

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
は
「
国
体
」
か
ら

「
国
ス
ポ
」
へ
と
名
称
が
変
わ
る
初
め
て
の

大
会
で
す
。
そ
の
う
ち
、
由
布
市
で
開
催
さ

れ
る
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
サ
ガ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
新
し
い
大
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
活
動
期
間　

９
月
27
日
㈮
~
30
日
㈪

●
活
動
場
所

大
分
県
立
庄
内
屋
内
競
技
場
、

湯
布
院
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
活
動
内
容

　

弁
当
配
布
、
お
も
て
な
し
対
応　

な
ど

●
申
込
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

１
日
あ
た
り
30
人
程
度

※
募
集
人
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
と
し

ま
す
。

問
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
会

オ
フ
ィ
ス
（
庄
内
ゆ
う
ゆ
う
館　

２
階
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
６
７
７

saga2024rifle@
pref.saga.lg.jp

日
㈫　

午
後
１
時
30
分
~
午
後
３
時

※
毎
月
第
２
火
曜
日
で
、
２
月
は
第
３
火
曜
日

※
11
月
に
郊
外
学
習
が
あ
り
ま
す
。

●
場
所

　

は
さ
ま
未
来
館　

２
階
大
研
修
室

●
受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
年
間
）

※
郊
外
学
習
は
別
途
参
加
費
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

由
布
市
内
在
住
の
方

●
講
師　

気
象
予
報
士　

花
宮　

廣
務　

氏

●
申
込
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
む
か
、
挾
間
公
民
館
に
直
接
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
17
日
㈮

問
・
先
込
申

挾
間
公
民
館　

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

「
く
ら
し
に
役
立
つ
お
天
気
講
座
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

季
節
の
話
題
、
天
気
予
報
や
防
災
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
、
笑
い
を
交
え
て
お
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
郊
外
学
習
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
学
習
し
て
、
く
ら
し
と
減
災
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
♪

●
日
時　

６
月
~
12
月
の
毎
月
第
２
火
曜
日

　

午
前
10
時
~
午
前
11
時
30
分

※
今
年
度
は
10
月
22
日
㈫
に
郊
外
学
習
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
11
月
は
休
講
で
す
。

●
場
所　

ゆ
ふ
い
ん
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　

（
湯
布
院
公
民
館
）

●
受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
年
間
）

※
１
回
目
に
徴
収
し
ま
す
。

●
対
象
者　

由
布
市
内
在
住
の
方

●
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

●
講
師　

気
象
予
報
士　

花
宮　

廣
務　

氏

●
申
込
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
む
か
、
湯
布
院
公
民
館
に
直
接
電
話
で

く ら しインフォメーション

募
集

寿
大
学
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

挾
間
公
民
館
で
は
、
令
和
６
年
度
の
高
齢
者

学
級
「
寿
大
学
」
の
受
講
生
・
運
営
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
は
寿
大
学
の
授
業

内
容
や
企
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
趣
旨

余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
に
関
心
を

深
め
、
教
養
と
学
び
の
輪
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
。

●
実
施
日
時

　

年
６
回　

原
則
奇
数
月
の
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
~
午
前
11
時
30
分

●
入
学
資
格

　

挾
間
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

●
学
級
費　

１
，
０
０
０
円　

※
修
学
旅
行
は
、
別
途
参
加
費
が
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法

　

挾
間
公
民
館
（
は
さ
ま
未
来
館
３
階
）
に

学
級
費
を
添
え
て
直
接
申
し
込
む
か
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

４
月
24
日
㈬

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
先
込
申

挾
間
公
民
館

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

令
和
６
年
度
挾
間
公
民
館
主
催
教
室

「
身
近
な
自
然
を
知
る
寺
子
屋
」

自
然
環
境
教
室
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

　

季
節
の
話
題
を
交
え
て
、
天
気
や
地

震
、
防
災
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
自
然
の
や
さ
し
さ
・
怖
さ
」
を
知
り
、
防

災
・
減
災
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

６
月
11
日
㈫
~
令
和
７
年
２
月
18

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
17
日
㈮

問
・
先
込
申

湯
布
院
公
民
館

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
６
０
４

令
和
６
年
度

川
西
地
区
公
民
館
主
催
教
室

生
徒
募
集
に
つ
い
て

●
実
施
教
室

①
竹
か
ご
づ
く
り
教
室

　

５
月
~
12
月
の
火
曜
日
（
全
15
回
）

　

午
前
９
時
~
午
後
３
時

②
生
け
花
教
室

５
月
~
令
和
７
年
３
月
の
土
曜
日
（
全
13
回
）

　

午
後
３
時
30
分
~
午
後
４
時
30
分

③
陶
芸
入
門
教
室
（
前
期
）

　

５
月
~
９
月
の
木
曜
日
（
全
14
回
）

　

午
後
１
時
~
午
後
４
時

④
民
踊
教
室

　

５
月
~
12
月
の
金
曜
日
（
全
13
回
）

　

午
前
９
時
３
０
分
~
午
前
11
時
30
分

●
受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
全
教
室
）

●
参
加
条
件

由
布
市
内
在
住
も
し
く
は
勤

務
地
が
由
布
市
内
の
方

●
申
込
期
限　

４
月
26
日
㈮

●
注
意
事
項

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

・
各
教
室
に
よ
り
材
料
費
、
保
険
料
、
運
営

費
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

問
・
先
込
申

川
西
地
区
公
民
館

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
０
２
２

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

●
訓
練
期
間　

６
月
５
日
㈬
~
11
月
28
日
㈭

●
募
集
コ
ー
ス

も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン

▲申込専用
　フォーム
　（挾間公民館）

▲申込専用
　フォーム
　（湯布院公民館）

▲申込専用
　フォーム

シリーズ
由布市

人材育成教育37
「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
地
域
の

「
由
布
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

自
立
し
た
〝
由
布
の
人
〞
づ
く
り
」

　
「
由
布
学
」
に
つ
い
て
ご
意
見
、
情
報
提
供

な
ど
が
あ
れ
ば
、
由
布
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
７
９
）

ま
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

布
学
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
幸
せ
な
学
び
を
支
え

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
街
を
明
る
く
照
ら
し
、
未
来

を
輝
か
せ
る
よ
う
に
、
今
後
も
、
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
も
と
、
由
布
市
内

の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
由
布
高
校
の
入
園
・
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
園
・
入
学
を
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
新
た
な
一
歩
は
、

未
来
へ
の
素
晴
ら
し
い
冒
険
の
始
ま
り
で
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
由
布
学
」

で
す
が
、
月
日
を
重
ね
る
ご
と
に
、
各
園
・

学
校
で
の
取
り
組
み
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

新
た
に
、
由
布
市
に
赴
任
し
た
先
生
方
に
も
、

由
布
市
中
高
一
貫
教
育
や
「
由
布
学
」
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
「
由
布
学
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、由
布
市
の
「
ひ

と
・
こ
と
・
も
の
」
を
題
材
と
し
た
「
由
布
学
」

を
、
今
年
度
も
由
布
市
内
の
各
園
・
学
校
で

展
開
し
て
い
く
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

幼
稚
園
や
小
学
校
で
は
、
地
域
の
人
や
も

の
に
触
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
地

域
の
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
策
を
考
え
、
実

践
で
き
る
「
由
布
っ
子
」
を
、
中
学
校
や
高

校
で
は
、
由
布
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
貢
献
で
き
る
自
立
し
た「
由

布
の
人
」
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
や
外
部
人

材
に
よ
る
取
り
組
み
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
各
園
・
学
校
の
取
り
組

み
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
の

姿
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
り
組
み
の

様
子
は
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
由

【ゲストティーチャー登録のお願い】
　子どもたちが由布市の「ひと・こと・もの」を調べる際
に、情報を提供してくださるゲストティーチャーを探して
います。各公民館に地域人材活用指導員や地域学校協働活
動推進員がいます。得意な分野のゲストティーチャーとし
て、ぜひご登録をお願いしす。

【由布学について】
・  由布市の「ひと・こと・もの」を題材に、ふるさとと自
分の将来や未来について考えていきます。
・  学習指導要領の課題解決型の学習過程を重視し「情報活
用能力」を育成します。
・  幼稚園、小中学校、由布高校の１３年間を見通した資質
能力系統表に沿って進めます。
・  地域のリーダーとして、地域に貢献できる自立した “由
布の人” を育成します。

　由布市では、地域活動の維持・
向上を図るため、まちづくり・地
域活性の核となる人材育成に取り
組んでいます。その一環として、
中・高校生を対象とした青少年リー
ダーの育成を行っており、地域で
の活動や各種研修会への参加を通
じて、積極的に取り組む力やグルー
プをまとめる力を身につけてもら
います。地域での学びや交流、ボ

●申込方法　次のQRコードからお申し込みください。

地域・グループ名 挾間地域（中・高校生対象）
「挾間ジュニアリーダー」

庄内地域（中・高校生対象）
「庄内ジュニアリーダー」

湯布院地域（高校生対象）
「湯布院リーダースクール」 湯布院地域（中学生対象）

「ちょぼらクラブ」

QRコード

●申込期限
　４月２６日㈮　※申込期限後も、随時受け付けています。
●問い合わせ【挾間地域】挾間公民館　☎０９７－５８３－１１１８
　【庄内地域】庄内公民館　☎０９７－５８２－０２１４
　【湯布院地域】湯布院公民館　☎０９７７－８６－２６０４

青少年リーダー（ジュニアリーダー）の募集について

▲活動の様子（２４時間テレビチャリティー募金）

ランティアなどの体験活動に興味のある方は、ぜひお申し込みください。
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　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター

　 農業サポーター
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ふ綿綿
の
山
通
信

の
山
通
信

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
–
５
８
２
–
１
２
０
３

　

今
回
は
挾
間
町
に
あ
る
市
指
定
重

要
文
化
財
の
「
来
鉢
神
社
絵
馬
」
の

紹
介
で
す
。

　

挾
間
町
来
鉢
に
あ
る
石
城
小
学
校

の
南
側
を
東
西
に
走
る
県
道
51
号
線

を
西
に
向
か
っ
て
道
な
り
に
進
む
と
、

左
手
に
石
造
の
鳥
居
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
の
鳥
居
を
過
ぎ
て
左
手
に
曲

が
る
と
来
鉢
神
社
が
あ
り
、
神
社
の

拝
殿
に
縦
１
２
０
㎝
、
横
１
９
６
㎝

の
非
常
に
大
き
な
絵
馬
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

額
の
枠
に
は
明
治
25
年
11
月
30
日

と
書
か
れ
て
お
り
、
絵
馬
の
右
側
に

は
「
文あ

や
ぎ樹
奉
納
柴さ

い

陽よ
う

画
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
絵
馬
に
は
、
来
鉢
神
社

は
も
と
よ
り
、
遠
方
に
は
高
崎
山
や

柞
原
八
幡
宮
と
思
わ
れ
る
社
殿
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
は
お
祭
り
の
１
コ
マ

を
切
り
取
っ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
お

り
、
踊
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
人
、

赤
ん
坊
を
脇
に
佇た

た
ず

む
女
性
の
姿
、
露

店
の
前
に
群
が
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

神
官
達
が
居
並
ぶ
神
楽
殿
の
当
時
の

様
子
を
事
細
か
に
見
て
と
れ
ま
す
。

　

こ
の
絵
馬
を
描
き
、
奉
納
し
た
の

は
即そ

く
が
ん
じ
さ
い
よ
う

願
寺
柴
陽
と
い
う
人
物
で
、
本

名
を
文あ

や
ぎ
り
ゅ
う

樹
龍
民み

ん

と
い
い
ま
す
。
柴
陽

は
、
絵
画
や
書
、
俳
句
に
優
れ
、
特

に
梅
を
描
い
た
掛
け
軸
な
ど
、
多
く

の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
来
鉢
神

社
の
拝
殿
に
は
天
井
絵
馬
も
あ
り
、

そ
の
中
に
は
「
文
樹
画
」
と
署
名
さ

れ
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。　

　

明
治
時
代
の
の
ど
か
な
風
景
が
丹

念
に
描
か
れ
て
い
て
、
歴
史
的
に
も

民
俗
的
に
も
貴
重
な
こ
ち
ら
の
絵
馬

は
、
現
在
も
地
元
の
方
々
に
大
切
に

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
夏
野
菜
の
準
備
〜
定
植
〜

●
化
成
肥
料
と
有
機
物

　

野
菜
の
定
植
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
堆
肥
は
入
れ
ま
し
た
か
？
肥
料
と
石
灰
は
１
週
間
前
で
も
間
に
合
い
ま

す
が
、
有
機
物
は
早
め
に
投
入
し
ま
し
ょ
う
。
完
全
に
完
熟
醗
酵
し
た
も
の
で

あ
れ
ば
直
前
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
熟
や
半
熟
堆
肥
は
熱
や
ガ
ス
が
発

生
す
る
た
め
、
植
え
た
野
菜
の
根
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
油
粕
や
鶏

ふ
ん
、
米
ヌ
カ
な
ど
も
発
酵
過
程
で
熱
を
発
す
る
た
め
、
早
め
に
施
し
て
土
と

混
ぜ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

肥
料
は
、
化
成
肥
料
や
有
機
質
肥
料
、
有
機
化
成
肥
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
化
成
肥
料
の
８-

８-

８
な
ど
は
、
速
攻
性
が
あ
る
た
め
初
期
か
ら
効

き
、
不
足
の
場
合
は
追
肥
で
す
ぐ
に
効
果
が
現
れ
る
た
め
使
い
や
す
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
反
面
、
持
続
期
間
は
１
ヵ
月
ほ
ど
と
短
く
、
肥
料
切
れ
を
起
こ
し
や

す
い
た
め
追
肥
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
有
機
化
成
は
２
ヵ
月
ほ
ど
効
果

が
持
続
し
ま
す
。

　

油
粕
や
米
ヌ
カ
な
ど
の
有
機
質
肥
料
は
、
ゆ
っ
く
り
と
長
く
効
く
の
が
特
徴

の
た
め
、
追
肥
が
不
要
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
早
め
に
施
し
て
お
か

な
い
と
定
植
時
に
効
果
が
出
ま
せ
ん
。
作
物
の
初
期
生
育
は
非
常
に
大
事
な
の

で
、
定
植
時
に
効
果
が
出
る
よ
う
に
半
月
前
ま
で
に
は
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

鶏
ふ
ん
は
有
機
質
の
肥
料
で
、
肥
沃
な
土
地
な
ら
ば
５
ヵ
月
ほ
ど
持
続
し
ま

す
が
、
流
水
が
あ
る
場
合
や
、
や
せ
た
土
地
で
は
効
果
は
持
続
せ
ず
１
ヵ
月
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

有
機
物
を
多
く
投
入
し
た
畑
は
微
生
物
が
活
性
化
し
肥
沃
な
土
に
な
り
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
た
野
菜
に
も
旨
味
、
甘

味
、
香
り
な
ど
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
軽
減
や
、
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
こ
の
時
勢
に
最
適
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
注
意
点
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
遅
効
性
で

あ
る
こ
と
」、「
動
物
糞
尿
な
ど
は
病
害
虫
を
誘
発
し
や
す
い
こ
と
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
肥
料
過
多
栽
培
に
な
っ
た
場
合
は
ど
ち
ら
の
栽
培
で
も
同
様
で
す
。

●
植
え
付
け
時
期

　

毎
年
言
い
ま
す
が
４
月
は
早
い
、
５
月
上
旬
が
最
適
で
す
。

●
定
植

　

深
植
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
植
え
た
株
元
を
手
で
鎮
圧
し
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
倒
れ
る
の
を
防
ぎ
た
い
時
は
、
す
ぐ
に
支
柱
を
立
て

ま
し
ょ
う
。
定
植
後
は
根
の
活
着
と
伸
張
を
促
す
た
め
に
、
毎
日
水
や
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
４
日
・
５
日
程
度
で
活
着
し
ま
す
。

●
ネ
ギ
類

大
分
県
か
ら
ベ
ト
病
の
注
意
報
が
出
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
９
３

人　
　口 ひとの動き

編集後記
▶新年度になり、ガラリと環境が変わった方も多いのではない
でしょうか。我が家も子どもたちが小学校、幼稚園に入学、入
園をします。私も初めての広報を担当しますが、子どもたちと同様、
新しい出会いを楽しみにしながら、日々頑張っていこうと思います。
（え）
▶１年間広報業務に携わる中で、今まで知らなかったことに多
く気づかされました。地元を盛り上げようと懸命に企画を考え
てくださる方が多く、イベントが各地で行われていること。そ
んな活動・魅力を市民のみなさんにたくさんお知らせできるよ
う努めていきます。引き続き１年間よろしくお願いいたします。
（か）

税　
　金 今月の税／料
●固定資産税・・・１期分

●入湯税・・・・・３月分

納期限　令和６年４月３０日㈫

無料
相談 由布市無料相談のお知らせ
【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
　本庁舎　　　５月１０日㈮午前 　９時～午前11時
　挾間庁舎　　５月１５日㈬午前 　９時～午前11時
ゆふいんラックホール ５月　７日㈫午前 　９時～午前11時

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
　本庁舎　　　５月１３日㈪午後１時～午後３時

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します（先着順）。
相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。

※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、挾間庁舎・
ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約をお願いします。

不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
　本庁舎　　　５月１５日㈬午後１時３０分～午後４時
　挾間庁舎　　５月１４日㈫午後１時３０分～午後４時
ゆふいんラックホール ５月は開催されません。

【行政書士市民相談】担当：行政書士（要予約）
※２日前までの事前予約があった場合のみ開催します（先着順）。
相談を希望する場合は必ず予約をするようご注意ください。

※予約の受付は会場ごとに行っています。本庁舎は総務課、挾間庁舎・
　ゆふいんラックホールは各地域振興課へ予約をお願いします。

遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
　本庁舎　　　５月１０日㈮午後１時～午後３時
　挾間庁舎　　５月１７日㈮午後１時～午後３時
ゆふいんラックホール　５月は開催されません。

【公証人無料相談会】担当：公証人（要予約）
※予約の受付は、大分公証人合同役場（☎０９７－５３５－０８８８）で
行っています。公証人相談を希望の方は合同役場へお電話ください。

遺言、任意後見、離婚給付、債務弁済等の公正証書の相談
　本庁舎　　　５月１３日㈪午後３時～午後５時
問総 務 課 総 務 係　☎ 097–582–1112
　挾間振興局地域振興課　☎ 097–583–1111
　湯布院振興局地域振興課　☎ 0977–84–3111

エ　
　コ 大分エコライフプラザ情報
●「とっかえほん（絵本の交換）」を実施しています
　小学校低学年（２年生）までの方を対象に、家庭で不要に
なった絵本と「大分エコライフプラザ」で用意した絵本を
交換できます。詳細についてはお問い合わせください。

●再生家具・自転車の無料抽選（事務局抽選）
　～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
　申込期間　４月２５日㈭～５月５日㈰正午
※４月３０日㈫は開催されません。
　なお、当選の方には、電話でご連絡します。
●フリーマーケット、かえっこバザールも５月５日㈰に開
催。出店希望の方は、毎月、前月の１５日までにお申し込
みください。

問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

総人口33,531人（+21）
世帯数16,033戸（+101）

３月３１日現在（　）は前月比

男16,011人（+23）
女17,520戸（－2）

国民
年金 おしえて！国民年金

　令和６年度の国民年金保険料は、１６，９８０円
（月額）です。納付書・口座振替・クレジットカー
ド納付・電子納付（ペイジー、インターネットバン
キング、スマートフォン決裁など）で納めることが
できます。保険料は納付期限までに納めましょう。
　国民年金保険料は前納できます。前納をすると、
納付方法、前納の期間により割引があり大変お得で
す。
　ただし、経済的な理由などで国民年金保険料を納
付することが困難な場合には、保険料の納付が免
除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制
度（５０歳未満）」があります。年金事務所や保険
課で手続きをしてください。
●届け出に必要なもの
・個人番号（マイナンバー）が確認できるもの
・本人確認書類
個人番号カードや運転免許証などの顔写真付きのもの…１点
年金手帳（基礎年金番号通知書）・保険証などの顔写真付きでないもの…２点

・離職票または雇用保険受給資格者証（失業などの
理由で申請する場合）
問大分年金事務所　☎０９７－５５２－１２１１

「令和６年度
国民年金保険料について」

防　
　災 防災ラジオの起動試験のお知らせ

　由布市防災ラジオの受信状況や動作確認を行うた
め、起動試験放送を兼ねて実施します。防災ラジオ
の電源の確認と、受信状態の確認を
お願いします。
●放送内容の確認
　☎０９７－５８２－１３５０
　（自動音声）
●問い合わせ
　防災危機管理課
　☎０９７－５８２－１１４０

４月１６日㈫　午後４時５分～
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健康立市 みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

市報ゆふではユニバーサルデザイン書体
（UD書体）を使用しています。

市報ゆふではＱＲコードを使用しています。
ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの商標登録です。

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変 更 日 ５／１０㈮
変更内容 スクールバス各コースの帰り第１便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名
（スクールバス） 始発バス停

発車時刻

変更前
変更後

５／１０㈮
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：27 ⇒ 12：52

塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 ⇒ 13：00

阿蘇野コース 小野屋駅前 16：23 ⇒ 13：0８

大津留コース 庄内庁舎 16：27 ⇒ 13：12
シャトルコース
（石城系統）庄内庁舎 16：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容
５／１０
㈮ シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

〔コミュニティバス〕総合政策課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１５８
〔スクールバス〕教育総務課
　　　　　　　　☎０９７−５８２−１１７７

問い合わせ

　中学校行事の開催に伴い、
スクールバス復路便の時間を

休日当番医
■ 内科・外科医
４ / ２１ （庄）佐藤医院 097-582-3131
４ / ２８ （湯）ゆずの木クリニック 0977-85-4625
４ / ２９ （挾）ひろたクリニック 097-583-5777
５ / ３ （挾）川崎内科 097-583-5211
５ / ４ （挾）ごとう医院 097-540-7800
５ / ５ （挾）さとう消化器・大腸肛門クリニック 097-583-8050
５ / ６ （湯）岩男病院 0977-84-3101
５ / １２ （湯）ＪＣＨＯ湯布院病院 0977-84-3171

健康カレンダー
■ 挾間
４/２４㈬ ３歳児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
４/２５㈭ １歳６ヵ月児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/　８㈬ 乳児後期相談会 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/１５㈬ ３歳児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
５/１６㈭ １歳６ヵ月児健診 挾 間 健 康 セ ン タ ー
■ 湯布院
４/１８㈭ 乳児後期相談会 ゆふいんラックホール

変更して運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

（９：３０～１１：３０　挾間健康センター）
ちびっこ広場

４月１９日㈮　読み聞かせ
５月の「母子保健推進員と遊ぼう♪」は、お休みです。

吉
よしと み

冨 碧
あ お と

人くん
令和４年４月２８日　挾間町下市

原
は ら だ

田 千
ち は る

暖くん
令和３年４月５日　挾間町古野

川
か わ べ

部 颯
そ う ま

馬くん
令和５年４月２日　湯布院町川北

戸
と だ

田 賀
が く

久くん
令和４年４月２１日　挾間町北方

柳
や な い

井 七
な な せ

星くん
令和３年４月１８日　挾間町東院

豆
ま め だ

田 大
た い き

惟希くん
令和５年４月２０日　湯布院町川南

あなたの生まれた大切な日
H a p p y  B i r t h d a y

　掲載希望の保護者の方は、電話（総務課☎
０９７－５８２－１１１２）またはホーム
ページでお申し込みください。対象は３歳以下
で、過去に掲載されたことがない方（先着順）。
申込締切：５月生まれ４月１９日㈮／
　　　　　６月生まれ５月２１日㈫

市報ゆふ▲
お誕生日コーナー　
申し込みフォーム　

由布市パートナーシップ宣誓制度が始まりました
　由布市人権教育・啓発基本計画の理念に基づき、市民一人ひとりがお互いに人権を尊重し
合い、共に生きる喜びを実感できる地域社会の実現に向けて、令和６年４月１日より、由布
市パートナーシップ宣誓制度が始まりました。詳細については、由布市公式ホームページを
ご覧ください。
●問い合わせ　人権・部落差別解消推進課　☎０９７－５８２－１２４４ ▲由布市

　公式ホームページ
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